
第
三
節

遺

跡

六
甲
山
南
麓
の
遺
跡

こ
の
節
で
は
、
市
内
で
発
見
さ
れ
た
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
主
な
遺
跡
を
紹
介
す
る
。

六
甲
山
地
南
麓
は
、
大
阪
湾
沿
岸
の
東
西
に
長
く
広
が
る
平
地
地
域
で
あ
り
、
東
灘
・
灘
・
中
央
・
兵
庫
・
長
田
・
須
磨
の

各
区
を
含
む
。
市
内
で
最
も
早
く
市
岳
地
化
の
進
ん
だ
地
域
で
あ
り
、
律
令
期
以
降
、
山
陽
道
・
西
国
街
道
な
ど
の
陸
上
交
通

み
ぬ
め
の
さ
さ
れ
お
わ
た
の
と
ま
り

路
、
ま
た
敏
馬
埼
や
大
輸
出
泊
、
兵
庫
津
と
い
っ
た
海
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
繁
栄
し
て
来
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

み

カ

け

古
代
、
こ
の
地
域
は
旧
摂
津
国
に
お
け
る
菟
原
郡
お
よ
び
八
部
郡
で
あ
り
、
東
難
区
住
吉
か
ら
御
影
付
近
、
長
田
区
周
辺
が

く

ん

が

か

ん

が

そ
れ
ぞ
れ
郡
街
推
定
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
未
だ
確
証
を
畑
町
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。
そ
の
他
、
官
街
関
連
で
は
、
山
陽
道

つ
ま
や

の
芦
屋
駅
家
と
考
え
ら
れ
る
深
江
北
町
遺
跡
、
震
磨
駅
家
と
考
え
ら
れ
る
大
田
町
遺
跡
が
挙
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
銅
鈍
や
銅
製
山
市

金
具
が
出
土
し
て
い
る
上
沢
遺
跡
が
注
目
さ
れ
る
。

平
安
時
代
末
期
に
は
平
清
盛
ら
平
氏

トし

rし
k
i

〉

治
承
四
年
（

一
八

O）

マ
」
斗
＆
一
口
田

P
L
e
b
l
v
oヴ
A
1

兵
庫
区
上
抵
閤
町
付
近
に
別
荘
を
築
き
、

！： 

日
l
ム
M

原
選
部
が
計
踊
さ
れ
て
お
り
、
祇
園
追
跡
で
は
庭
関
造
構
が
、
楠
・
荒
田
町
遺
跡
で
は
大
規
模
な
潜
が
見
つ
か
る
な
ど
、
当
時

の
平
氏
の
隆
盛
を
偲
ば
せ
る
退
構
、
造
物
も
問
周
辺
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
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深
江
北
町
透
跡
（
東
灘
区
深
江
北
町
）

平
成
十

深
江
北
町
遺
跡
は
神
戸
市
域
の
東
端
、
芦
屋
市
と
の
市
境
付
近
に
広
が
る
遺
跡
で
、
標
高
約
一
一
一
メ
ー
ト
ル
の
砂
堆
上
に
立
地
す
る
。

一0
0
0）
度
に
実
施
し
た
第
九
次
調
査
は
民
間
共
同
問
住
宅
嬰
設
に
伴
う
も
の
で
、
調
査
地
区
の
西
半
部
で
は
奈

泉
時
代
前
半

1
後
半
の
掘
立
柱
建
物
・
溝
・
土
坑
な
ど
の
多
数
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
、
東
半
部
は
全
域
が
流
路
と
な
っ
て
い
る
。

出
土
造
物
に
は
木
簡
の
ほ
か
木
製
品
多
数
（
邸
・
下
駄
・
斎
前
・
人
形
・
用
途
不
明
口
問
な
ど
）
と
と
も
に
墨
書
土
器
を
含
む
須
酌

と
つ
は
ん

器
・
土
師
器
・
緑
融
関
器
・
灰
紬
陶
器
・
越
州
窯
系
青
磁
な
ど
の
ほ
か
、
芦
屋
廃
寺
遺
跡
と
向
箔
の
軒
瓦
を
含
む
瓦
や
馬
歯
な

ど
が
あ
る
。

木
簡
に
は

和
」
（
八
三
四
1
四
八
）
銘
で
、
吋
新
撰
姓
氏
録
』
に
み
え
る
「
芦
毘
椋
人
」
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
「
椋

書
土
器
が
約
四

O
点
出
土
し
、

「
東
」
な
ど
も
あ
る
。

人
」
の
芦
屋
郷
内
で
の
米
の
受
け
渡
し
を
物
語
る
支
給
伝
票
木
舗
の
ほ
か
、
呪
符
木
綿
、
荷
札
木
簡
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
翠

七
点
の
ほ
か
、

の
墨
書
土
器
が
ま
と
ま
っ
て
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
深
江
北
町
遺
跡
が
古
代
山

鶴
道
の

木簡（右が支給

伝票＊簡）

lこ

関
連
す
る
官
街
関
連
の
遺

跡

跡
と
し
て
評
価
で
き
、
確

、＂ぇ
込i

認
で
き
た
擁
立
柱
建
物
は

第三節

釈
家
に
関
連
し
た
遺
構
の

写真233

一
部
と
考
え
ら
れ
る
。
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郡
家
遺
跡
（
東
雄
一
M
御
彩
町
御
彩
・
同
郡
家
、
御
影
中
町

d

）

く
ん
け

郡
家
遺
跡
は
、
忍
屋
川
の
一
鼠
状
地
に
広
が
る
遺
跡
で
あ
る
。
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
春
、
宅
地
造
成
に
伴
う
緊
急
発

こ
あ
占

掘
調
査
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
。
「
郡
家
L

と
い
う
地
名
は
在
代
郡
街
の
放
地
を
示
す
と
考
え
ら
れ
、
小
字
と
し
て
問
辺
に
残

る
「
大
蔵
」

な
ど
郡
街
関
連
の
地
名
も
注
目
さ
れ
て
き
た
。
郡
家
大
蔵
地
区
で
実
賊
さ
れ
た
発
掘
調
査
で
は
、
南
北

の
柱
拙
形
は

0
・
八

i
一
メ
ー
ト
ル
を
鵡
え
る
も
の
も
あ
り
、
奈
良
時
代

八
メ
ー
ト
ル
、
東
西
五
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ほ
ぼ
棟
方
向
を
真
北
に
採
る
揃
立
柱
建
物
一
棟
が
発
見
さ
れ
た
。
掘
立
柱
建
物

の
須
恵
器
郎
・
土
師
器
な
ど
が
伴
出
し
、
奈
良
時
代
の
公
的
な
施
設
で
あ

る
と
堆
定
さ
れ
、
当
地
が
菟
原
郡
街
の

部
に
当
る
可
能
性
も
で
て
き
た
。

円
以
後
、
郡
家
大
蔵
地
灰
一
で
は
、
第
二
次
調
査
で
ほ
ぼ
棟
方
向
を
北
に
採

る
揃
立
柱
建
物
一
一
棟
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
掘
立
柱
建
物
の
時
期
は

出
土
造
物
か
ら
平
安
時
代
前
半
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
下
山

出
地
区
で
は
、
大
蔵
地
思
第
二
次
調
査
と
同
様
に
平
安
時
代
前
半
の
掘
立

柱
建
物
が
三
棟
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
掘
立
柱
建
物
は
、

コ
ま
た

は
ロ
の
字
状
に
整
然
と
建
物
配
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
計
耐
性
を

持
っ
た
大
型
掘
形
を
持
つ
建
物
群
は
、
造
物
包
含
層
内
か
ら
灰
糊
陶
器
や

緑
制
陶
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
の
郡
術
の
一
部
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
。

i出家治跡下1L1IE!地区協立住建物m＇£］.呉234
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住
吉
宮
町
遺
跡
（
爽
t

滋
区
住
吉
宮
町
）

住
吉
宮
町
迭
跡
は
、
住
吉
川
と
石
屋
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
末
端

付
近
に
立
地
す
る
弥
生
時
代
中
期
か
ら
室
町
時
代
に
い
た
る
複
合
遺
跡
で
あ
る
。

住
吉
東
吉
墳
や
坊
ケ
塚
吉
墳
を
含
む
古
填
時
代
中
期

1
後
期
の
吉
墳
群
が
著
名

だ
が
、
古
代
・
中
世
の
機
相
も
近
年
徐
々
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
平
成

J
b
’
ル
ヲ
ハ
リ
ノ
、

で
は
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
の
伏
見
地
震
に
よ
り

ー、、ゴけヘ

ーノ

r

I

f

九
九
六
）
の

の
上
半
分
が
崩
れ
た
奈
良
時
代
の
井
戸
が
検
出
さ
れ
、
中
か
ら
「
繍
東

の

の
あ
る
土
師
器
掠
が
出
土
し
て
い
る
。
付
近
か
ら
土
馬
、

白
川
面
硯
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
菟
原
郡
部
に
関
連
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
平
安
時
代
で
は
広
範
悶
に
掘
立
柱
建
物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
第

で
は
、
九
位
紀

1
ム
i
世
紀
初
の
掘
立
柱
建
物
に
伴
う
地
鎮
迭
構
が
、
一

カ
所
建
物
の
東
南
陶
付
近
で
発
見
さ
れ
た
。

ひ
と
つ
は
、
七
個
の

に
並
べ

一
枚
の
土
師

mで
蓋
を
し
た
も
の
で
、
信
教
に
お
け
る
七
宝
を
意
識
し

納、

た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
須
恵
器
の
小
瓶
を
十
一
師
器
部
で

込よ

一
訟
を
し
、
傍
ら
に
土
師
器
二
枚
を
重
ね
て
伏
せ
置
い
て
い
る
。
中
世
以
時
で
は
、

第三；節

造
物
は
出
土
す
る
も
の
の
建
物
な
ど
は
明
確
で
は
な
い
。

に
関
わ
る
も
の

と
し
て
室
均
時
代
の
採
石
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

子lj

務1
系
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滝
ノ
奥
滋
跡
（
灘
区
南
羽
）

ど

っ

た

く

ど

う

か

遺
跡
は
灘
区
高
羽
字
滝
ノ
奥
に
あ
り
、
国
宝
桜
ケ
丘
銅
鐸
・
鍋
文
出
土
地
の
南
約
一
一
一

0
0メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
。
平
安
時

代
の
経
塚
・
掘
立
柱
建
物
、
鎌
倉
時
代
の
礎
石
建
物
、
室
町
時
代
の
火
葬
墓
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
一
ニ
彩
系
陶
器
片
・
緑
融
鞠
器
・

灰
糊
花
瓶
・
黒
色
土
器
や
軒
丸
瓦
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
経
塚
は
調
査
灰
一
北
端
で
見
つ
か
っ
た
二
関
×
一
一
一
間
の
拙
立
柱
建
物

の
西
側
に
位
同
一
蹴
す
る
。
本
来

辺
約
一
一
一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
方
形
ま
た
は
台
形
の
盛
土
を
持
っ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
上
部
は
剖
平

・
四
メ
ー
ト
ル
の
土
坑
中
央
や
や
東
寄
り
に
、
花
山
間
岩
隣
a

に

は
同
系
裡
鉢
を

を
受
け
明
確
で
は
な
い
。
経
筒
埋
納
用
の
石
室
は
、

× 

よ
り
構
築
さ
れ
た
内
法
長
約
二

O
×一一一

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
あ
る
。
経
簡
は
東
嬬
系
須
忠
器
で
、

と
っ
こ
し
ょ

転
用
し
て
い
る
。
経
筒
内
か
ら
は
経
巻
の
出
土
は
な
か
っ
た
が
、
金
銅
製
独
鈷
杵
一
が
残
存
し
て
い
た
。
石
室
内
か
ら
和
鏡
六
、

と
う

4

石
室
拙
形
か
ら
和
鏡
五
・
青
白
磁
合
子
一
一
一
・
同
輩
形
合
子
二
・
白
磁
意
形
合
子
一
・
鉄
製
刀
子
八
・
ガ
ラ
ス
製
数
珠
玉
三
が
出

土
し
て
い
る
。
経
塚
の
築
造
時
期
は
こ
れ
ら
か
ら
見
て
、
平
安
時
代
未
（
十
二
陛
紀
中
頃
）
と
推
定
さ
れ
る
。

石
室
出
土
の
和
鏡
は
、
経
筒
と
石
室
の
間
の
間
織
に
立
て
て
埋
納
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
草
花
双
鳥
文
鏡
、
草
花
蝶
鳥

文
鏡
、
山
吹
双
鳥
文
鏡
、
網
代
蝶
鴛
鷺
文
鏡
、
網
代
蝶
鳥
文
鏡
、
車
花
文
方
鏡
で
あ
る
。
掘
形
出
土
の
も
の
は
蝶
双
鼠
文
鏡
、

草
花
双
向
笹
川
文
鏡
、
松
喰
鶴
文
鏡
、
首
写
楽
双
尚
一
川
文
鏡
と
蝶
鳥
文
方
鏡
で
あ
る
。
石
室
内
出
土
の
和
鏡
の
う
ち
山
吹
双
鳥
文
錨
に
は

「
女
清
原
因
」
の
、
網
代
…
蝶
鳥
文
鏡
に
は
「
平
野
女
田
園
」
の
針
蓄
が
あ
り
、
経
塚
内
出
土
の
和
鏡
の
内
三
聞
に
は
和
紙
が

付
着
し
、
紙
に
包
ん
で
堤
約
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
品
川
、
経
塚
横
の
ピ
ッ
ト
か
ら
は
青
白
磁
合
子
片
三
個
体
分
と
松
喰

鶴
文
鏡
、
経
塚
潤
辺
か
ら
瑞
花
双
鳥
文
八
稜
鏡
が
出
土
し
た
。
ま
た
、
在
家
を
覆
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
栗
石
内
か
ら
北
宋

の

。
一
一
一
年
初
鋳
）

一
と
鍍
金
鳳
歯
形
飾
金
具
二
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

972 i1i1＼＇：・ 1:IJI吐の文化財ヨ3卜－・j'i'i:



第三節 iill 跡

~曾

4空ヂド

守護牢込

2 

ノ4恥戸、
ほ仁Zパメ丸，ヘ‘メ手Z三川一 J
＜，，二島弘；,e,,;-
・・--. .；：..，；，〆. 6 

l：綬塚平面図 S=l: 40 2 ：経路実測図 8=1:8 3～ 5：資白磁合子8=1:2

6：崇寧窓::iiS=l : 2 7 : S=l : 2 

l認100 経塚平副i玄lほか

973 援＊主総E [lj＇｛~・ 1j11D: 



日
暮
遺
跡
（
山
中
央
区
日
十
日
行
通
ほ
か
）

日
暮
追
跡
は
、
古
代

i
中
慨
当
時
の
海
岸
線
に
近
い
扇
状
地
末
端
か
ら
低
位
段
丘
上
に
立
地
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、

弥
生
時
代
後
期
米
か
ら
古
墳
時
代
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
集
落
跡
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
時
代
に
よ
っ
て
集
落
の
位
讃

が
変
遷
し
て
い
る
こ
と
が
判
っ
て
き
た
。

奈
良
・
平
安
時
代
前
半
の
集
落
跡
は
、
遺
跡
の
東
半
部
で
臨
認
さ
れ
て
お
り
、
束
柱

を
持
た
な
い
二
間
×
三
間
か
ら
三
間
×
四
間
程
度
の
掘
立
柱
建
物
が
、
数
棟
ず
つ
の
ま

Ell(j;Jj；；跡第 i次総資地点迷:li}

と
ま
り
を
持
ち
な
が
ら
集
落
を
構
成
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

追
跡
の
推
定
範
問
ほ
ぽ
中
央
の
第
一
次
調
査
地
点
で
は
、
平
安
時
代
後
半
か
ら
末
期

の
掘
立
柱
建
物
が
重
複
し
て
発
見
さ
れ
た
。

定
の
範
間
内
で
建
物
が
建
て
替
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
屋
敷
地
と
し
て
の
区
画
が
設
定
さ
れ
て
い
た
様
子
が
判
る
。
ま
た
、

一
銭
や
裂
を
用
い
た
地
銀
逃
構
が
調
査
区
内
で
ふ
ハ
カ
所
、
確
認
さ
れ
て
お
り
、

建
物
建
築
に
際
し
て
地
鎮
め
の
ま
じ
な
い
が
、
さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
。

こ
れ
ま
で
の
誠
査
で
、
漁
網
に
用
い
る
各
穫
の
土
錘
や
飯
蛸
壷
な
ど
の
漁
防
具
が
多

写真236

く
出
土
し
、
海
と
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
っ
た
人
々
が
居
住
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
遺
跡
で
は
、
灰
紬
・
線
制
陶
器
の
出
土
川
一
旦
が
多
く
、
中
国
産
の
峠
川
川
笠
…

青
磁
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
安
価
で
は
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
品
物
を
入
手
し

得
た
人
々
が
、
居
住
し
た
集
落
跡
で
あ
る
こ
と
が
現
え
る
。
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下
山
手
北
遺
跡
（
中
央
区
下
山
子
組
）

宇
治
川
左
岸
、
南
の
平
野
部
を
見
晴
ら
す
丘
謎
末
端
に
位
置
す
る
。
平
成
七
年
（

九
九
万
）
に
第
一
次
調
査
が
、
平
成
十

七
年
に
そ
の
南
で
第
二
次
調
査
が
行
わ
れ
た
。
当
地
は
西
に
宇
治
川
が
流
れ
、
旧
村
名
に
宇
治
野
村
の
名
が
残
り
、
摂
津
国
の

の
四
、
湊
川
右
岸
海
浜
沿
い
が
輪
旧
荘
。

宇
治
郷
に
属
し
た
と
推
測
で
き
る
。
（
子
治
川
右
伴
は
平
安
時
代
末
期
に
平
家
一

で
は
、
平
安
時
代
初
期
の
邸
宅
が
確
認
さ
れ
た
。
屋
敷
地
は
半
町
開
方

と
み
ら
れ
、

を
構
え
た
福
原
荘
で
、

の
南
側
に
南
北
棟
を
左
志
に
配
し
、
こ
れ
が
渡
殿
で
つ
な
が
れ
る
。
主
屋
柱
穴
か

さ
ら
に
そ

初
鋳
の
長
年
大
宝
五
九
枚
が
出
土
し
て
い
る
。
敷
地
の
南
で
は
関
池
、
ま
た
門
跡
と
推
定
さ
れ
る
柱
穴
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。

（
八
間
八
）

第
二
次
調
査
で
は
飛
鳥
時
代
前
半
の
邸
宅
の
一
部
が
確
認
さ
れ
た
。
掘
立
柱
建
物
六
棟
の
う
ち

棟
は
総
柱
建
物
で
後
の
郡
倉

で
き
る
。
そ
れ
は
平
清
盛
の
盟
友
で
あ
っ
た
藤
原
邦
綱
亭
で
、

ク
ラ
ス
に
匹
敵
す
る
。
さ
ら
に
文
献
史
料
か
ら
平
安
時
代
末
期
に
も
こ
こ
宇
治
の
地
に
長
族
の
出
宅
が
存
在
し
た
こ
と
を
磯
認

ま
た
「
宇
治

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
名
か

ら
、
宇
治
川
に
ほ
ど
近
い
位
置
に
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

」
の
邦
綱
の

に
は
、
還
都
が
決
ま
り
福
原
か
ら
平
安

助、

京
に
も
ど
る
際
、
安
穂
天
皇
の
行
幸
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

込4

に
よ
り
当
地
に
は
少
な
く
と
も
七
・
九
・

佐
紀
に
索

M.  

:WJ二日｜］

－
貴
族
ク
ラ
ス
の
邸
宅
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

の
日
記

か
ら
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祇
閤
遺
跡
・
神
戸
大
学
医
学
部
鮒
属
病
院
構
内
遺
跡
（
兵
庫
区
楠
町
、
兵
庫
区
荒
田
町
・
上
祇
闘
附
ほ
か
）

祇
鴎
遺
跡
な
ら
び
に
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
構
内
遺
跡
（
現
嫡
・
荒
田
町
追
跡
、
以
下
楠
・
荒
田
町
地
跡
と
し
て
記
述
）
は
、

兵
庫
区
上
祇
間
町
か
ら
荒
田
町
、
中
央
区
備
町
の
範
間
に
あ
り
、
近
年
福
原
に
関
連
す
る
追
跡
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

祇
闘
遺
跡
で
は
、
庭
儲
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
こ
の
庭
間
違
構
は
、
築
造
当
初
は
、
南
に
堤
を
築
き
、

そ
の
や
や
北
に
離
れ
た

位
置
に
浮
島
を
持
つ
も
の
で
、
そ
の
次
の
段
階
で
は
、
西
側
に
石
垣
を
築
き
、
全
体
を
大
小
の
石
で
敷
き
つ
め
た
状
態
へ
と
変

化
し
、
浮
島
を
埋
没
さ
せ
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
南
側
の
落
と
し
口
付
近
で
は
、
多
量
の
土
師
器
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の

次
の
段
階
で
は
、
南
側
の
堤
に
洲
一
棋
を
設
け
、
全
体
は
土
で
埋
没
し
、
浅
い
状
態
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
か
ら
出
土

た
い
ひ

し
て
い
る
瓦
や
土
師
器
が
京
都
産
の
可
能
性
が
高
く
、
時
期
と
し
て
は
存
続
の
時
間
幅
が
十
二
世
紀
後
半
に
限
定
で
き
、
前
破

天
目
小
説
が
出
土
す
る
な
ど
、
時
期
な
ら
び
に
遺
構
の
性
格
な
ど
か
ら
揺
原
に
お
け
る
平
家
関
連
の
遺
構
と
推
定
で
き
る
。

楠
・
荒
田
町
遺
跡
で
は
、
東
西
方
向
三
九
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
並
行
し
て
は
し
る
む
字
型
と

V
字
型
の
溝
（
二
本
）
と
そ

の
北
側
で
は
櫓
跡
と
推
定
で
き
る
特
異
な
掲
立
柱
建
物
跡
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
後
の
詳
細
な
検
討
に
よ
っ

て
、
櫓
と
さ
れ
た
建
物
は
後
の
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
満
も
同
時
並
存
で
は
な
く
時
期
を
た
が
え
で
の
も
の
と
の
結
論
に
至
つ

て
い
る
。
た
だ
、
満
か
ら
多
量
に
出
土
し
た
遺
物
か
ら
、
溝
自
体
は
十
二
位
紀
後
半
を
中
心
と
し
た
時
期
と
特
定
さ
れ
る
。

で
は
な
い
に
し
て
も
、
溝
は
、
大
規
模
な
も
の
で
あ
り
、
建
物
を
閤
む
よ
う
な
防
御
的
な
機
相
を
示
す
こ
と
か
ら
、
武
家
の

邸
宅
関
連
の
施
設
な
ら
び
に
邸
宅
を
囲
む
壕
ま
た
は
区
画
す
る
施
設
と
し
て
の
色
彩
が
強
く
、
時
期
も
あ
い
ま
っ
て
平
家
関
連

の
遺
構
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
祇
園
遺
跡
や
楠
・
荒
田
町
追
跡
の
調
査
成
果
か
ら
、
こ
の
周
辺
が
福
原
の
中
心
地
と
考
え
ら
れ
る
。

976 iii'代・仁川りの文化財;J(l 1--・:{,'C 



丘
（
療
津
遺
跡
（
兵
隊
区
七
宮
町
・
本
町
ほ
か
）

東
西
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
広
が
る
、

古
代
か
ら
近
世
に
い
た
る
選

兵
隊
陵
中
之
島
を
中
心
と
し
て
南
北
二
キ
ロ
メ

i
ト
ル
、

お
お
わ
だ
の
ふ
忽
せ

に
大
輸
出
船
息
と
し
て
初
見
す
る
が
、
奈
良

1
平
安
時
代
の
逮
捕
・
造
物
に
関
す
る
情

跡
で
あ
る
。
兵
庫
津
は

報
は
乏
し
い
。
九

1
十
世
紀
の
緑
軸
陶
器
片
が
御
崎
本
町
で
、
八
世
紀
後
半
か
ら
十
世
紀
代
の
須
恵
器
、
土
附
器
、
緑
紬
陶
器

と
東
西
に
走
る
二
条
の
溝
が
芦
原
通
で
、
平
安
前
期
の
井
戸
が
北
逆
湖
川
町
で
、
平
安
時
代
の
遺
物
が
本
町
で
検
出
さ
れ
て
い

る
の
み
で
造
物
も
少
量
に
留
ま
る
が
、
芦
原
通
で
の
調
査
は
小
規
模
な
が
ら
大
輪
国
治
関
連
の
遺
構
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

一一
1
十
四
世
紀
に
か
け
て
の
迭
構
も
七
宮
町
な
ど
で
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
土
坑
、
ピ
ッ
ト
の
み
で
町
屋
の
具
体
相
を
把

握
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
十
五
世
紀
後
半

1
十
六
世
紀
に
な
る
と
七
宮
町
や
浜
崎
通
で
蔵
建
物
の
基
礎
と

思
わ
れ
る
石
組
み
遺
構
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
断
片
的
な
が
ら
町
屋
の
配
置
を
復
元
す
る
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
。

数
棟
の
町
屋
の
配
置
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
十
七
倍
紀
前
後
か
ら
で
、
七
｛
呂
町
の
二
、
一
一
一
の
調
査
地
で
幕

そ
れ
ら
は
基
本
的
に
は
元
禄
九
年
三

末
頃
ま
で
連
続
す
る
遺
構
面
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、

六
九
六
）
の
「
摂
州
八
部
郡
福
原

庄
兵
庫
津
絵
図
」
の
街
路
な
ど
か
ら
推
定
さ
れ
る
町
躍
の

致
し
て
い
る
。
ま
た
七
宮
町
及
び
そ
れ
に
鱗
接
す
る
本
町

効、

で
の
調
査
で
は
炉
壇
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
茶
室
を
持
つ
珂
援
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
た
だ
、
堺
や
京
都
な
ど
で
見

ぜ
ん
れ
つ

ら
れ
る
蔵
と
考
え
ら
れ
る
時
列
建
物
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
江
戸
期
の
鍛
冶
遺
構
も
鍛
冶
屋
町
二

h
H品

丁
目
で
硲
認
さ
れ
、
元
禄
以
来
の
地
名
と
遺
構
が
一
致
し
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。
北
逆
瀬
川
町
で
は
中
世
末
か
ら
近
世
初
頭

日一，
粥ニ日l'i

の
護
岸
に
伴
う
俵
積
み
遺
構
ゃ
、
十
七
悶
紀
半
ば
以
降
の
鍛
冶
炉
や
墓
地
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
近
陛
の
墓
地
は
こ
の
ほ
か
神

34ppeγld

、

j
l
 

H

H

 
ニ
川
日
開
な
ど
で
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
中
間
以
前
の
慕
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
。
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町
屋
関
係
以
外
で
は
、
須
佐
野
通
で
の
調
査
で
、
真
光
寺
北
東
潤
の

の
兵
隊
津
絵
図
と
合
致
す
る
佼
置
で
検
出
さ

れ
て
い
る
。

九
年
（

五
八
一
）
、
池
田
恒
興
が
花
熊
域
の
材
を
利
用
し
て
築
い
た
と
さ
れ
る
兵
庫
城
の
追
舗
も
、
切
戸

町
の
調
査
で
江
戸
期
の
部
屋
、
勤
番
所
時
代
の
北
間
関
付
近
の
五
頃
が
、
中
之
島
で
の
調
査
で
は
河
期
の
東
割
方
向
の
堀
跡
が

見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
兵
庫
城
築
城
と
共
に
町
の
外
閣
に
都
賀
堤
が
巡
ら
さ
れ
る
が
、
町
中
を
境
通
す
る
西
国
際
道
の

出
入
口
で
あ
る
柳
原
惣
内
の
造
構
が
西
柳
原
町
で
調
査
さ
れ
て
い
る
。

造
物
で
は
国
産
陶
磁
器
、
輸
入
陶
磁
器
、
須
忠
器
、
土
師
器
、
土
製
品
、
石
製
品
、
石
塔
類
、
「
従
是
東
尼
崎
領
」
と
刻
ま

れ
る
標
柱
、
木
製
品
、
漆
器
、
ガ
ラ
ス
製
品
、
瓦
類
、
金
属
器
、
骨
肉
製
品
の
ほ
か
、
動
物
の
骨
・
歯
、
貝
類
、
植
物
の
様
子
、

鉄
棒
、
輸
羽
口
、
炉
壁
、
炭
化
材
、

ど
多
種
多
様
な
も
の
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
陶
器
に
は
備
前
、
丹
波
、
常
泊
、
瀬

－
美
濃
、
京
、
信
楽
、
明
石
、
堺
、
唐
桟
や
萩
な
ど
の
み
な
ら
ず
安
南
（
ベ
ト
ナ
ム
）
の
「
焼
締
長
腕
章
ヘ
磁
器
も
肥
前
の

ほ
か
、
中
国
製
の

・
白
磁
、
青
花
、
朝
鮮
半
島
製
の
白
磁
限
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
土
製
品
に
は
土
錘
や
焼
塩
議
な
ど

生
活
用
品
の
ほ
か
、
神
仏
を
含
む
土
人
形
、
犬
・
猿
・
馬
な
ど
の
動
物
形
・
灯
篭
・
太
鼓
橋
・

と

ろ

め

ん

こ

け

し

め

ん

形
、
泥
面
子
・
芥
子
商
や
丁
銀
形
土
製
品
な
ど
遊
戯
・
信
仰
関
係
の
も
の
も
あ
る
。
瓦
も
門
口
町
、
御
崎
本
町
、
西
柳
原
町
、

－
域
・
家
屋
な
ど
の
器
物

七
宮
町
、
西
宮
内
町
や
西
仲
町
な
ど
で
中
世
の
軒
丸
一
丸
、
特
平
瓦
や
鬼
瓦
が
出
土
し
、

そ
の
中
に
は
播
磨
を
中
心
に
分
布
す
る

跡

い
わ
ゆ
る
「
波
状
文
科
平
瓦
」
の
初
期
の
も
の
や
、
花
抽
出
…
城
と
同
文
の
軒
平
瓦
も
含
ま
れ
る
。
銭
貨
で
は
宋
・
明
銭
を
中
心
と

す
る
渡
米
銭
、
無
文
銭
、
慶
長
通
宝
、
宝
永
通
宝
、

込i

永
宝
、
絵
銭
の
ほ
か
寛
永
銭
に
真
総
を
張
り
合
わ
せ

第三節

た
性
格
不
明
の
銭
貨
や
、
天
保
通
宝
の
鋳
放
し
銭
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。
動
物
の

－
歯
、
貝
類
に
は
、
イ
ノ
シ
シ
、
イ
ヌ
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
サ
メ
類
、
フ
グ
、
マ
、
ダ
イ
、
ア
カ
ガ
イ
、
ア
サ
リ
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
ハ
マ
グ
リ
、
マ
ガ
キ
、
パ
イ
な
ど
が
あ
る
。
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上
沢
遺
跡
（
兵
磁
区
上
沢
通
・
松
本
述
、
一
長
旧
区
五
番
町
・
ム
ハ
添
町
・
七
諮
問
）

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
都
市
計
画
道
路
房
王
寺
線
築
造
に
伴
う
調
査
で
存
在
が
確
認
さ
れ
た
遺
跡
で
、

そ
の
後
の
山
手

幹
線
拡
幅
に
よ
る
調
査
に
よ
っ
て
上
沢
造
跡
の
性
格
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
当
追
跡
は
縄
文
か
ら
鎌
倉
の
各
時
代
の
遠

構
や
造
物
が
多
数
発
見
さ
れ
、
各
時
代
の
集
落
の
中
心
を
移
し
な
が
ら
営
ま
れ
た
複
合
大
遺
跡
で
あ
る
。

近
接
地
に
は
奈
良
・
平
安
時
代
の
盤
瓦
が
出
土
し
た
室
内
遺
跡
が
存
在
し
、

「
塔
ノ
本
」

ノ
内
」

ノ

な
ど
の
字
名
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
沢
遺
跡
調
辺
に
は
寺
院
跡
、
あ
る
い
は
雄
伴
郡
街
を
想
定
す
る
考
え
も
あ
る
。
近

年
の
謂
査
で
も
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
掘
立
住
建
物
な
ど
の
遺
構
や
造
物
が
多
く
発
見
さ
れ
、
当
該
期
の
地
域
史
を
考
え
る
上

で
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

は
ん
会
い

古
代
の
主
な
遺
構
は
、
八

1
九
段
紀
頃
の
掘
立
柱
建
物
が
十
数
棟
、
半
裁
し
た
丸
太
材
の
内
顕
を
割
り
抜
い
た
板
材
を
一
一
一
枚

合
わ
せ
て
井
戸
枠
と
し
た
井
戸
ゃ
、
井
能
組
の
井
戸
な
ど
が
抹
認
さ
れ
て
い
る
。
特
筆
す

べ
き
出
土
遺
物
で
は
、
縮
製
帯
金
具
が
二
点
、
井
龍
組
井
戸
枠
の
井
一
戸
か
ら
銅
鋭
が
出
土

し
て
い
る
。
こ
の
錦
鈍
は
法
隆
寺
や
正
倉
院
の
伝
世
品
に
類
例
が
あ
る
も
の
で
、

じ
ゆ
う
げ
ん
も
ん

発
克
で
あ
る
。
ま
た
、
遺
構
に
は
伴
わ
な
い
が
、
重
闘
文
軒
丸
瓦
の
瓦
当
が
一
点
出
土

写真237 銅銚

効i

し
、
軒
平
瓦
片
も
多
く
出
土
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
造
物
も
、
周
辺
に
当
時
の
寺
読
ま
た

逃

は
官
街
が
存
在
し
た
こ
と
の
傍
証
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

EH二二日ll

中
世
に
な
っ
て
か
ら
も
、
上
沢
遺
跡
で
は
多
く
の
掘
立
柱
建
物
や
井
戸
が
引
き
続
き
確

認
さ
れ
て
い
る
。

ili"f＼・ tjJjlJ:!!tst.'.；誕百981 



御
蔵
遺
跡
（
長
印
区
御
絞
通
・
笠
原
通
）

御
蔵
遺
跡
は
苅
務
川
左
岸
微
高
地
上
に
位
霞
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
成
架
か
ら
、
河
川
の
微
高
地
上
に
、
南
北
方
向
に
細

長
く
逮
捕
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
摘
立
柱
建
物
の
配
置
は
、
側
柱
建
物
群
と
倉
庫
と
想
定
さ
れ
る

総
柱
建
物
訴
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
規
模
の
大
き
な
建
物
や
礎
在
建
の
建
物
は
発
見
さ
れ
て

い
な
い
。
建
物
の
時
期
は
概
ね
奈
良
時
代
後
半

1
平
安
時
代
前
半
（
八
般
紀
後
半
1
九
世
紀
）
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
建
物
群
の
西
側
は
低
湿
地
と
な
っ
て
お
り
、
幅
約
四

0
1五
0
メ
ー
ト
ル
の
造
構
空
白
域
が
存
在
す
る
。
そ
の
西
側

に
あ
る
別
の
微
高
地
上
で
は
、
飛
鳥
時
代
末

i
奈
良
時
代
初
頭
の
掘
立
柱
建
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
周
辺
の
調
査
開

が
少
な
い
た
め
、

半
十
沼
ま
何
ら
片
品
、
U
o

zコ
日
。
今
H
q

，fv
、↑

J
J
l
L
W

御
蔵
遺
跡
の
性
格
は
、
出
土
造
物
か
ら
も
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

~ 

）
役
人
の

－
滞
在
を
窺
わ
せ
る
五
点
の
帯
金
具
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
帯
金
具
は
郡
領
層
や
任
問
国
可

ク
ラ
ス
の
地
方
官
、
ま
た
は
地
方
に
居
住
す
る
有
位
者
が
帯
び
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

（
二
）
鍛
冶
・
鋳
鋼
関
係
の
造
物
の
出
土
。
当
違
跡
に
は
一
般
集
落
に
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
小
鍛
冶
・
鋳
銅
の
作
業
場
・

が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
制
さ
れ
る
。

（
三
）
「
大
殿
」
と
墨
書
さ
れ
た
出
物
桶
の
出
土
。
前
記
の
建
物
群
の
聞
で
発
見
さ
れ
た
井
戸
（
九
段
紀
代
）
か
ら
は
、
「
大
殿
」

と

れ
た
出
物
桶
が
出
土
し
た
。
「
大
殿
」
と
は
宅
の
中
心
的
な
建
築
物
、
建
物
貯
の
中
心
に
存
在
し
た
搬
舎
と
考

え
ら
れ
、

（
部
領
ク
ラ
ス
）
の
公
私
に
わ
た
る
臼
常
的
な
生
活
空
間
あ
る
い
は
建
物
が
存
在
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
る
。
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」
の
遺
跡
に
生
活
す
る
人
々
が
日
常
的

（
問
問
）
複
数
の
現
、
転
用
問
の
出
土
。
御
蔵
遺
跡
で
は
こ
れ
ま
で
の
誠
査
で
税
、
転
用
硯
が
複
数
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

」
と
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
文
書
・
木
簡

な
ど
の
作
成
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

か
ぎ

（
五
）
鉄
製
鈎
・
鍵
の
出
土
。
こ
れ
ら
は
穀
物
・
物
品
を

収
納
す
る
倉
庫
の
鍵
と
考
え
ら
れ
、
倉
庫
遺
構
と
考

え
ら
れ
る
総
柱
の
建
物
群
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
倉
庫
群
で
多
量
の
物
資
を
収
納
・
保
管
す
る
機

能
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
六
）
越
州
知
市
系
青
磁
、

一
一
彩
陶
器
、
銅
錦
、

土
。
こ
れ
ら
の
造
物
は
、

一
般
の
集
落
遺
跡
よ
り
も

む
し
ろ
官
街
・
寺
院
遺
跡
で
出
土
す
る
傾
向
に
あ
る
。

限
定
さ
れ
た
階
層
、
施
設
で
使
用
さ
れ
る
物
品
で
あ

湖、

る。

込三

以
上
、
拙
立
柱
建
物
群
と
出
土
遺
物
の
点
か
ら
、
御
蔵

ルメ－~·

升主二二日fl

遺
跡
は
官
街
遺
跡
（
郡
術
遺
跡
）
、
ま
た
は
地
方
豪
族
の

宅
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

る

。回

一

の
出
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神
楽
遺
跡
（
長
回
区
神
楽
町
）

神
楽
遺
跡
は
、
旧
苅
瀧
川
（
新
湊
川
）
の
下
流
右
岸
に
位
麗
し
、
苅
藻
川
、
妙
法
寺
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
上
の

標
高
約
四
メ
ー
ト
ル
の
微
高
地
に
立
地
し
て
い
る
。

こ
の
遺
跡
は
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
に
市
営
地
下
鉄
の
建
設
工
事
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
確
認
調
査
で
発
見
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
保
育
所
改
築
工
事
や
小
学
校
改
築
工
事
な
ど
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
に
九
次
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
弥
生
時
代

後
期
か
ら
平
安
時
代
中
期
に
い
た
る
遺
跡
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

平
安
時
代
の
遺
構
は
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
溝

条
と
掘
立
柱
建
物
の
柱
跡
一
一
一
個
が
検
出
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
幅
四
メ
ー
ト
ル
以
上
、
深
さ
八

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
溝

「東福」の暴言さのある土器

か
ら
は
、
須
患
器
・
土
師
器
・
黒
色
土
一
器
の
ほ
か
、
緑
軸
淘
器
・
灰
軸
陶
器
な
ど

せ
ゆ
っ

の
施
軸
陶
器
ゃ
、
「
東
福
」
と
墨
書
さ
れ
た
土
器
が
七
点
出
土
す
る
な
ど
多
彩
な

造
物
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
溝
の
理
没
時
期
は
出
土
遺
物
か
ら
十
世
紀
中
葉
を
前
後

す
る
時
期
に
も
と
め
ら
れ
る
。

こ
の
遺
跡
を
特
徴
♂
つ
け
る
の
は
、
須
恵
器
・
土
師
器
な
ど
の
ほ
か
、

日
常
の
食

器
類
と
し
て
の
使
用
は
考
え
難
い
東
海
・
近
江
・
京
都
か
ら
の
搬
入
品
で
あ
る
施

写真238

紬
陶
器
が
見
ら
れ
る
点
ゃ
、
墨
書
さ
れ
た
土
器
が
出
土
し
た
こ
と
で
あ
る
。
神
楽

遺
跡
に
つ
い
て
文
献
資
料
か
ら
誼
接
得
ら
れ
る
も
の
は
な
い
が
、
八
部
郡
街
と
の

関
連
も
想
定
さ
れ
る
。
な
お
、
「
東
福
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
未
解
明
で
あ
る
。
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二
葉
町
遺
跡
（
長
田
区
腕
塚
町
・
久
保
町
・
一
一
葉
町
）

二
葉
町
遺
跡
は
、
標
高
約
二

1
凶
メ
ー
ト
ル
の
比
高
差
が
な
い
平
田
な
地
形
に
立
地
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
の
海
岸
線
か

ら
約
五

0
0メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
て
お
り
、
海
と
密
接
に
関
連
し
た
集
落
追
跡
で
あ
る
。

こ
の
遺
跡
閤
辺
は
、
南
北
に
大
正
筋
商
店
街
、
南
端
の
東
西
に
六
間
道
商
店
街
な
ど
の
大
小
の
商
店
街
が
網
目
状
に
拡
が
る

商
業
地
底
で
あ
り
、
神
戸
市
の
市
街
地
形
成
期
か
ら
木
造
家
屋
が
密
集
す
る
地
域
で
あ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
甚
大

跡巡第三三節

な
被
害
を
被
っ
た
の
ち
、
市
出
地
再
開
発
率
業
に
伴
う
発
掘
調
査
が
開
始
さ
れ
、
縄
文
時
代

晩
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
い
た
る
遺
跡
の
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
遺
跡
が
最
も
栄
え

た
時
代
で
あ
る
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
集
落
が
法
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

平
家
の
台
頭
に
伴
う
大
輪
悶
泊
修
築
や
日
宋
貿
易
、
福
原
遷
都
や
源
平
合
戦
の
舞
台
に
な
っ

三材構造船

た
歴
史
の
激
動
期
に
連
綿
と
営
ま
れ
た
集
落
で
あ
る
。

こ
の
遺
跡
を
特
徴
ご
つ
け
る
の
は
、
井
戸
の
数
が
多
く
、
大
型
の
木
枠
を
据
え
た
溜
井
、
同

じ
場
所
に
集
中
し
て
検
出
さ
れ
る
建
物
跡
な
ど
で
あ
り
、
海
岸
部
に
お
け
る
集
落
の
あ
り
方

主主主~239

が
判
る
遺
跡
で
あ
る
。
出
土
遺
物
と
し
て
は
日
常
什
器
の
ほ
か
、
土
錘
や
蛸
輩
と
い
っ
た
漁

諮
問
共
関
連
の
も
の
や
、
輸
入
磁
器
も
出
土
し
て
い
る
が
、
注
目
さ
れ
る
も
の
と
し
て
井
戸
枠

に
転
用
さ
れ
た
船
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
船
は
、
船
首
、
服
部
、
船
尾
の

部
材
か
ら
構

戒
さ
れ
る
三
材
構
造
組
の
胴
部
で
あ
り
、
絵
巻
物
に
捕
か
れ
た
船
組
か
ら
船
体
構
造
の
検
証

を
強
い
ら
れ
て
き
た
掛
舶
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な
発
見
と
な
っ
た
。
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大
呂
町
遺
跡
（
須
磨
区
大
田
町
・
戎
町
）

大
田
町
追
跡
は
、
須
磨
抵
大
田
町
六
丁
目
周
辺
に
所
在
す
る
、
弥
生
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
。

妙
法
寺
川
左
岸
標
高

メ
ー
ト
ル
前
後
の
沖
積
地
に
立
地
す
る
。
現
在
に
い
た
る
ま
で
に
十
数
次
の
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。
調
査
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
描
立
柱
建
物
な
ど
の
遺
構
と
造
物
で
あ
る
。
調
査

成
果
か
ら
古
代
山
陽
道
に
面
し
た
駅
家
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
十
数
次
の
鵡
査
の
主
な
成
果
を
以
下
に
述
べ
る
。

一
次
調
査
で
は
円
崩
硯
、
二
次
調
査
で
は
緑
軸
陶
器
・
灰
軸
陶
器
・
砥
石
・
万
子
・
鉱
津
・
馬
の
歯
や
骨
等
、
ま
た
寛
平

え
ん
さ

大
宝
・
延
喜
通
宝
等
が
出
土
し
て
い
る
。
一
一
一
次
調
査
で
は
、
「
笹
刈
田
郡
中
富
里
荒
田
直
」
と
へ
ラ
書
さ
れ
た
円
面
硯
が
出
土
し

て
い
る
。
五
次
謂
査
の
須
恵
器
鐙
明
納
遺
構
の
喪
内
か
ら
は
、
樟
子
類
と
銭
貨
七
枚
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
の
内
訳
は
和
問
開
祢

一
一
・
高
年
通
宝
一
一
一
・
神
功
通
宝

・
不
明
一
で
あ
る
。
長
寿
を
頗
っ
た
埋
納
で
、
当
時
の

第 3次調査出土「荒田muwtljjjl 

人
々
の
精
神
生
活
を
知
る
上
で
量
重
な
資
料
で
あ
る
。
調
査
全
体
で
瓦
の
出
土
量
は
わ
ず

か
で
、
瓦
葺
き
建
物
の
存
在
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ー
五
次
調
査
地
は
、
主
要
地
方
道
明
石
神
戸
線
に
面
し
、
こ
の
道
路
が
古
代
山
陽
道

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
調
査
地
南
辺
に
東
西
方
向
の
溝
が
検
出
さ
れ
、
山
陽
道
北
側
の
慨

溝
と
考
え
ら
れ
る
。
山
陽
道
の
ル
l
ト
は
、
当
追
跡
か
ら
阻
へ
海
岸
線
沿
い
の
ル
i
ト
を

取
る
方
法
と
他
に
多
弁
畑
｜
塩
屋
ル

1
卜
、
白
川
峠
伊
川
谷
ル
！
卜
が
考
え
ら
れ
て
い

写真240

る
が
、
海
岸
線
ル

i
ト
以
外
の
ル

i
卜
は
当
遺
跡
を
通
過
す
る
か
逆
一
民
り
す
る
こ
と
と
な

り
、
追
跡
の
位
置
と
性
格
の
解
明
が
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
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明
石
川
流
域
と
そ
の
潤
辺
地
域
の
遺
跡

」
の
地
域
は
、
六
甲
山
系
の
間
側
に
連
な
る
標
高

五
0
メ
ー
ト
ル
前
後
の
丘
陵
地
を
水
源
と
し
、
南
流
す
る
数
本
の
河
川

が
流
域
に
形
成
し
て
い
る
平
地
、
河
岸
段
丘
な
ど
を
中
心
に
遺
跡
が
分
布
す
る
地
域
で
あ
り
、
現
在
の
垂
水
区
・
西
区
が
含
ま

は

り

ま

ぐ

ん

が

れ
る
。
出
矯
縫
由
明
石
郡
に
鴎
し
、
そ
の
郡
街
は
、
西
区
森
友
二
丁
目
周
辺
に
広
が
る
吉
出
南
遺
跡
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

律
令
期
山
間
間
道
は
、
須
磨
か
ら
海
岸
線
沿
い
の
ル
ー
ト
ま
た
は
、
多
弁
畑
か
ら
境
屋
ル
！
ト
・
白
川
峠
か
ら
伊
川
谷
ル
ー
ト

う

ま

や

の
い
ず
れ
か
の
ル

i
ト
を
経
て
明
石
に
入
る
。
明
石
駅
家
は
、
前
出
の
吉
田
南
遺
跡
、
明
石
市
太
寺
町
付
近
、
関
市
明
石
武
家

屋
敷
下
層
遺
跡
な
ど
が
そ
の
推
定
地
と
さ
れ
る
。

ま
た
、

平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
前
期
に
か
け
て
、

西
医
神
出
町
の
神
出
古
窯
社
群
で
は
、

全
国
的
に
須
恵
器
生
産
が

衰
退
傾
向
に
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
盛
ん
に
生
産
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
西
日
本
の
各
地
で
そ
の
製
品
が
出
土
し
て
お
り
、

当
時
の
流
通
を
考
え
る
上
で
、

な
っ
て
い
る
。

は

し

た

に

せ

ん

れ

つ

近
年
発
見
さ
れ
た
注
目
さ
れ
る
資
料
と
し
て
は
、
十
六
世
紀
に
築
城
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
端
（
八
日
城
跡
の
埼
列
建
物
内
か
ら

閥、

出
土
し
た
甲
詩
が
あ
る
。

逃§ti三節
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重
水
臼
向
遺
跡
は
垂
水
区
日
向
・
陸
ノ
町
・
神
田
町

二
丁
目
・
陸
ノ
町
・
神
田
町
・
天
ノ
下
町
）

ノ
下
町
に
所
在
し
、
そ
の
う
ち
日
向
地
ぽ
は
海
岸
線
に
ほ
ど
近
い
、

垂
水
臼
殉
遺
跡
（
或
水
区
臼
向

砂
堆
と
そ
の
背
後
に
広
が
る
ラ
グ
i
ン
（
潟
湖
）
に
堆
積
し
た
沖

積
地
に
立
地
す
る
。
遺
跡
が
存
在
す
る
時
期
は
縄
文
時
代
か
ら
中

世
に
か
け
て
で
あ
る
が
、
飛
’
鳥
時
代
以
降
は
多
く
の
掘
立
柱
建
物

跡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
特
に
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け

@Aく日向遺跡、郷立柱建物'/H

て
は
、
掘
立
柱
建
物
群
や
井
戸
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
当
時

の
集
落
景
観
の
一
部
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
掘
立
柱

建
物
跡
群
の
付
近
か
ら
は
在
地
の
蛸
盗
・
漁
網
に
吊
し
た
土
錘

製
塩
土
器
な
ど
が
多
く
出
土
し
て
お
り
、
漁
業
・
製
塩
業
を
主
に

営
ん
だ
集
落
と
考
え
ら
れ
る
。

写真241

平
安
時
代
、
こ
の
辺
り
は
東
大
寺
の
荘
盟
垂
水
荘
で
あ
っ
た
。

残
さ
れ
て
い
る
文
書
中
に
は
「
埠
山
」
の
記
載
が
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
垂
水
荘
は
製
壊
に
関
す
る
荘
顕
で
あ
っ
た
こ
と
が
判

る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
垂
水
日
向
遺
跡
で
は
製
埠
土
器
も
出
土

し
て
お
り
、
垂
水
荘
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
。
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ニ
ツ
患
遺
跡
（
凶
区
支
津
町
二
ツ
毘
）

ツ
展
遺
跡
は
、

明
石
川
に
合
流
す
る
櫨
小
八
日
川
の
酉
淳
の
沖
積
地
に
立
地
し
て
い
る
。

遺
跡
の
成
立
は
弥
生
時
代
の
終
末
に
さ
か
の
ぼ
り
、
古
墳
時
代
や
奈
良
時
代
の
埠
構

も
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
主
体
は
一
平
安
時
代
末

i
鎌
倉
時
代
初
頭
の
邸
宅
跡
で
あ
っ
た
。

」
の
邸
宅
跡
は
、

一
辺
一

0
0メ
ー
ト
ル

に
援
一
冗
可
能
な
方
形
の
区
画
溝
に
毘

ま
れ
て
い
た
よ
う
で
、
調
査
区
の
北
と
南
に
区
闘
溝
の

部
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
建

物
は
建
て
替
え
を
含
め
て
七
棟
確
認
さ
れ
、

コ
の
字
状
に
配
置
さ
れ
て
い
た
と
惟
定
さ

れ
て
い
る
。
中
心
に
な
る
建
物
は
回
開
×
六
聞
の
建
物
で
、
建
て
替
え
後
も
同
様
の
規

模
を
有
し
て
い
た
。

こ
の
中
心
建
物
に
は
地
鎮
の
た
め
の
土
坑
が
二
基
確
認
さ
れ
、
屋
敷
地
内
に
は
子
供

の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
木
棺
墓
も
一
基
検
出
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
習
俗
を
知
る
こ
と

の
で
き
る
好
例
と
い
え
る
。
建
物
問
屈
に
は
満
が
巡
り
、
北
側
に
は
柵
列
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
他
の
建
物
と
は
異
な
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
心
建
物
の
前
十
郎
に

2亦

は
、
規
模
の
小
さ
い
池
も
配
置
さ
れ
、
そ
の
南
関
に
は
庭
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
の

、＇＂・1主主

地
が
広
が
っ
て
い
る
。
寝
殿
造
を
意
識
し
た
よ
う
な
配
置
と
み
る
む
き
も
あ
る
。

第三節

建
物
群
の
中
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
池
の
西
側
に
あ
っ
た
三
関
西
方
に
復
元
で

き
る
建
物
跡
で
あ
っ
た
。
こ
の
建
物
は
、
本
米
は
一
間
四
一
伽
庇
の
踏
石
建
物
で
、
軒
瓦

tl:if ＼：・ •r1m！援'kl1¥i立
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片
を
含
む
瓦
類
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
屋
根
の
一
部
に
瓦
を
葺
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
建
物
の
性
格
に
つ
い
て

は
、
池
の
西
側
に
あ
た
り
、
東
側
に
入
り
口
が
推
定
で
さ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
、
阿
弥
陀
堂
の
よ
う
な
持
仏
堂
で
あ
っ
た

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

古
代
未
か
ら
中
世
に
移
行
す
る
時
期
（
十
二
世
紀
後
半
）
の
邸
宅
跡
は
、
地
方
の
有
力
者
層
の
実
態
を
解
明
す
る
に
あ
た
り

大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
邸
宅
が
営
ま
れ
る
以
前
に
も
廃
絶
後
に
も
、
こ
れ
に
連
続
す
る
よ
う

な
造
構
は
少
な
く
、
突
然
邸
宅
が
出
現
し
廃
絶
し
て
い
る
。
明
石
川
流
域
を
〈
包
め
た
東
播
躍
と
い
う
地
域
社
会
の
中
で
、
平
安

時
代
末
の
複
雑
な
政
治
状
況
を
も
考
慮
し
な
が
ら
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

日
輪
寺
透
跡
（
閲
区
玉
津
町
一

ツ
屋
）

日
輪
寺
遺
跡
は
機
谷
川
右
岸
に
広
が
る
西
神
丘
陵
の
先
端
に
立
地
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
鵠
査
で
は
、
弥
生
時
代
後
期
の

集
落
跡
、
平
安
時
代

i
室
町
時
代
の
屋
敷
地
跡
、
中
段
末
期
の
寺
院
に
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

第
一
次
調
査
で
検
出
さ
れ
た
平
安
時
代
中
期
（
十
一
陛
紀
代
）
の
方
形
土
坑
は
、

辺
約
七
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
残
存
す
る

部
分
の
深
さ
は
約
四

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
ほ
ぼ
垂
直
に
掘
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
坑
底
は
平
ら
で
拳
大
の
円
礁
が
敷
き
詰

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

に
須
恵
器
の
謹
を
中
心
に
据
え
、
鉄
挺
（
長
さ
一
一
一
間
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
九
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
震

以
一
七
四
四
グ
ラ
ム
）
と
鉄
製
U
字
形
鋤
先
（
長
さ
二
八
・
二
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
二
・
則
セ
ン
チ
メ
i
ト
ル
）
各
一
点
が
配
置
さ
れ
て

八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
銅
銭
が
一
点
錆
着
し
て
い
る
。
銭
文
は
腐
食
の
た
め
判
然
と
し

い
た
。
鋤
先
に
は
、
表
面
に
直
径
約

な
い
が
、
法
量
か
ら
は
承
和
昌
宝
（
初
鈴
一
水
和
二
年
〔
八
三
五
〕
）
以
降
の
皇
朝
銭
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
下
町
に
は
イ
ネ

籾
が
多
数
銃
着
し
て
お
り
、
籾
を
撒
い
た
後
に
器
物
を
供
献
し
た
状
況
が
み
て
と
れ
、
地
鎮
に
伴
う
祭
記
土
坑
と
考
え
ら
れ
る
。
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ま
た
、
一
一
一
間
×
五
聞
の
揺
立
柱
建
物
跡
を
は
じ
め
と
す
る
建
物
群
や
、
土
師
器
・
須
恵
器
・
鉄
製
農
工
具
類
を
副
葬
し
た
木

棺
墓
な
ど
も
検
出
さ
れ
、
平
安
時
代
か
ら
中
目
に
か
け
て
こ
の
地
に
連
綿
と
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
二
ツ
屋
遺
跡
で
検
出
し
た
邸
宅
の
蟻
衰
を
視
野
に
入
れ
、
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

天
台
宗
普
光
山
日
輪
寺
は
、
奈
良
時
代
に
行
基
に
よ
っ
て
閉
山
さ
れ
て
以
後
、
戦
居
期
に
城
郭
と
な
り
、
十
六
世
紀
中
頃
に

阿
波
三
好
氏
の
焼
き
討
ち
に
よ
っ
て
減
し
た
と
さ
れ
、
本
尊
を
安
置
す
る
持
仏
堂
が
現
在
に
受
け
畿
が
れ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
古
代
の
臼
輪
寺
に
関
わ
る
遺
構
は
未
発
見
で
あ
る
が
、
寺
域
の
東

i
北
東
を
劃
す
る
築
地
状
追
檎
（
十
王
世
紀
i
十

六
役
紀
に
廃
絶
／
第
三
次
調
資
て
さ
ら
に
そ
の
外
測
を
南
北
に
走
る
竣
状
追
構
（
十

関
紀
米
1
十
五
惚
紀
末
／
第
七
次
調
査
）
な
ど
、

中
世
日
輪
寺
を
推
定
で
き
る
遺
構
の
発
見
が
相
次
い
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
中
田
動
乱
期
に
お
け
る
東
播
地
域
の
動
静
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
と
し
て
、
さ
ら
な
る
調
査
成
果
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

頚
高
山
遺
跡
（
西
区
伊
川
谷
町
小
寺
・
同
前
関
）

ず
こ
う
さ
ん

頭
高
山
遺
跡
は
、
間
院
を
流
れ
る
伊
川
左
埠
の
比
高
差
六

0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
丘
陵
上
に
位
置
す
る
。
昭
和
五
十
一
一

九
七
八
）

以
降
の
西
神
ニ
ュ

i
タ
ウ
ン
関
発
に
伴
い
発
見
さ
れ
た
議
跡
で
、
弥
生
時
代
中
期
の
高
地
性
集
落
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
平
成
五
年
（

九
九
一
一
一
二
度
に
実
施
さ
れ
た
大
規
模
な
試
掘
諮
査
に
よ
っ
て
、
中
世
の
山
岳
寺
院
跡
の
存
在
す
る
こ

跡

と
が
縦
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
平
成
七
年
か
ら
三
年
次
に
わ
た
る
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
の
寺
焼
跡
の
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

込ユ

寺
院
跡
は
、
頭
高
山
の
頂
上
か
ら
南
西
方
向
に
馬
蹄
形
に
伸
び
る

本
の
尾
根
と
、

そ
の
需
の
谷
を
利
用
し
て
築
か
れ
て
い

第三自i'i

る
。
ま
た
中
心
伽
藍
は
、
山
頂
付
近
よ
り
中
腹
ま
で
の
斜
面
を
切
り
崩
し
て
谷
を
埋
め
た
平
回
一
面
に
置
か
れ
、
説
側
の
尾
根
上

お
よ
び
斜
面
に
諸
施
設
を
配
寵
し
て
谷
筋
を
参
道
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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本
堂
は
、
中
央
の
平
知
一
面
上
で
検
出
さ
れ
た

基
の

の
う
ち
、
向
か
っ
て
お
側
の
や
や
大
き
い

に
建
て
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
、
礎
石
な
ど
か
ら
、
澗
口
五
問
、
奥
行
五
閉
の
規
模
で
前
面
と
両
側
面
に
縁
を
巡
ら
せ
る
構
造
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
礎
石
に
は
、
火
を
受
け
た
跡
が
残
っ
て
お
り
、
焼
土
臨
も
認

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
焼
失
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ほ
か
に
四
つ
の

と
斜
面
を
削
り
込
ん
で
整
地
し
た
と
思
わ
れ
る
平
坦
面
の
ほ
画
が
数
カ
所
み

ら
れ
、
う
ち
南
斜
面
の
平
坦
商
で
は
、

二
間
×
五
間
以
上
の
礎
石
建
物
で
、

庫
裏
と
考
え
ら
れ
る
施
設
が
確
認
さ
れ
た
が
、

ほ
か
は
、
明
礁
な
建
物
は
、

検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
南
側
の
尾
根
の
付
根
付
近
に
あ
る
五
輪
塔
は
、

か
つ
て
は
瓦
葺
き
の
覆
援
が
存
在
し
た
よ
う
で
、

ほ
ぼ
現
位
置
を
保
っ
て
お

り
、
下
か
ら
思
葬
施
設
と
考
え
ら
れ
る
備
前
の
大
設
が
出
土
し
た
。

こ
の
寺
院
は
、
出
土
造
物
な
ど
か
ら
室
町
時
代
後
期
に
は
存
在
し
て
い
た

じ
ょ
っ
え
い

と
考
え
ら
れ
る
。
や
や
時
期
は
遡
る
が
、
「
太
山
寺
文
書
」
に
は
、
貞
永
宇
一

年

一
三
三
）
に
伊
川
荘
に
寺
領
を
も
つ
な
ど
一
帯
に
勢
力
を
も
っ
て
い

た
中
世
寺
読
と
し
て
「
大
谷
寺
」
の
名
が
み
ら
れ
る
（
吋
県
史
」

「
太
山
本
す

文
書
」
〔
Jmぷ
都
大
学
〕

三
）
。
現
在
、
伊
川
谷
町
小
寺
の
集
落
に
は
「
頭
高
山

太
谷
寺
」
と
い
う
寺
院
が
存
在
し
、
か
つ
て
寺
は
顕
高
山
中
に
あ
っ
た
と
い

う
伝
承
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
寺
院
に
比
定
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。
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白
水
遺
跡
（
磁
区
伊
川
谷
町
溜
和
・
白
水
）

白
水
遺
跡
は
西
区
伊
川
苔
町
潤
和
に
位
置
す
る
弥
生
時
代
後
期
末

i

鎌
倉
時
代
の
集
落
遺
跡
で
、
特
定
土
地
区
閥
整
理
事
業
に
伴
っ
て
発
掘
調

査
を
実
施
し
た
。
調
査
の
結
果
、
丘
陵
栂
部
に
当
た
る
第
四
次
調
査
地
で

は
、
平
安
時
代
中
期
の
党
鐘
鋳
造
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
。
現
地
の
字
名
は

「
延
命
寺
」
と
さ
れ
、
近
接
地
に
寺
践
の
存
在
が
想
定
で
き
る
場
所
で
あ

る
。
隣
接
す
る
小
さ
な
谷
地
形
に
当
た
る
部
分
か
ら
は
平
安
時
代
中
期
末

の
須
恵
器
・
土
部
器
と
と
も
に
瓦
当
を
含
む
瓦
も
多
数
出
土
し
て
い
る
。

党
鐘
鋳
造
遺
構
は
、
痕
窪

－
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
五

0
セ
ン
チ
メ
！

ト
ル
の
円
形
土
坑
の
底
部
に
擢
え
ら
れ
た
直
径
五

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

白
色
〕
粘
土
の
ド
ー
ナ
ツ
形
の
定
盤
（
党
鐘
の
鋳
型
を
据
え
る
ム
口
）
が
良
野

に
遺
存
し
て
お
り
、
鋳
裂
が
据
え
ら
れ
た
上
面
の
被
熱
が
顕
著
で
あ
る
。

「
出
吹
き
」
に
よ
る
究
館
鋳
造
が
終
了
し
た
後
に
は
、
土
坑
内
に
党
鑓
の

跡

鋳
型
外
型
片
と
溶
解
炉
壁
片
が
大
量
に
破
棄
さ
れ
て
い
る
。
出
土
し
た
鋳

、•le

I主i

型
外
型
か
ら
復
元
す
る
と
、
誼
径
四
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
八

O

日 －M ，やおニ郎

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
地
の
間
に
銘
文
が
暢
刻
さ
れ
た
党
鐘
が
推
定
で
き

る。

党銭：の鋳型外型
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明
石
川
と
支
流
で
あ
る
伊
川
と
の
合
流
点
の
北
東
、

伊
川
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
段
丘
上
及
び
南
側
斜
面
地
に

立
地
す
る
。
平
成
七
年
（
一
九
九
万
二
度
の
共
同
住
宅
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。

そ
の
後
、

数
次
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
古
墳
時
代
後
期
及
び
平
安
時
代
後
期
の
遺
構
・
造
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

平
安
時
代
の
遺
構
は
掘
立
柱
建
物
、
土
器
溜
ま
り
、
鍛
冶
炉
、
潜
な
ど
で
、
広
く
眺
望
の
良
い
台
地
上
で
は
な
く
、
段
状
に

成
形
さ
れ
た
南
側
斜
面
地
に
の
み
構
築
さ
れ
て
い
る
。
建
物
は
数
棟
が
復
元
さ
れ
て
い
る
が
、
段
状
地
に
立
地
す
る
こ
と
か
ら
、

は

じ

主

い
ず
れ
も
規
模
は
大
き
い
も
の
で
は
な
い
。
出
土
遺
物
は
多
量
の
須
恵
器
・
土
師
器
の
地
・
皿
類
を
中
心
と
し
て
青
磁
・
白
磁
、

施
紬
陶
器
、
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
、
特
筆
さ
れ
る
造
物
と
し
て
石
帯
・
陶
眠
・
青
磁
合
子
蓋
の
ほ
か
に
へ
ラ
描
き
蓮
華
文
軒
平
瓦
が
出
土
し
て
お
り
、
同

様
の
瓦
は
当
選
跡
東
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
明
石
郡
街
の
候
補
地
で
も
あ
る
太
寺
廃
寺
ゃ
、
北
西
一

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

位
寵
す
る
自
水
遺
跡
で
も
類
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

平
安
時
代
の
遺
跡
は
、
特
異
な
造
物
が
出
土
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
常
の
集
落
選
跡
と
は
考
え
に
く
く
、
郡
街
な
ど
に
比
定

さ
れ
る
周
辺
の
同
時
期
の
造
跡
と
の
関
連
性
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
南
の
谷
筋
を
意
識
し
て
立
地
す
る
こ
と
は
、
こ
の
谷
筋

が
重
要
な
通
路
と
し
て
機
能
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
主
要
な
遺
跡
閣
を
結
ぶ
要
路
上
に
位
置
し
た
可
能
性
が
高
く
、
律
令
期

山
陽
道
を
考
え
る
上
で
重
要
な
遺
跡
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
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吉
田
南
透
跡
（
西
区
森
友
）

吉
田
南
遺
跡
は
、
明
石
川
下
流
右
岸
の
標
高
約
七
メ

i
ト
ル
の
沖
積
地
に
位
置
す
る
。
東
は
明
石
川
、
聞
は
王
塚
古
墳
の
立

地
す
る
丘
陵
の
間
に
あ
り
、
海
岸
線
か
ら
の
距
離
は
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
、
こ
の
遺
跡
の
集
落
と
し
て
の
存
続
期
間
は
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
白
奈
川
時
代
に
歪
り
、
幾
度

か
の
縮
小
や
隔
絶
が
あ
る
も
の
の
、
継
続
性
の
点
に
お
い
て
も
、
明
石
川
流
域
で
最
も
震
要
な
遺
跡
の
一
つ
で
あ
る
。

昭
和
五

（
一
九
七
六
）
か
ら
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
す
で
に
数
万
平
方
メ
ー
ト
ル
が
謂
査
さ
れ
て
い
る
が
、

追
跡
の
範
間
に
つ
い
て
は
不
確
定
な
部
分
が
多
い
。
主
な
逮
捕
と
し
て
、
掘
立
柱
建
物
約
八

O
棟
、
竪
穴
住
間
約

柵
列
四
条
、
井
戸
六
基
、
大
溝
、
出
河
川
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

奈
長
時
代
以
持
の
姿
を
概
観
す
る
と
、
遅
く
と
も
奈
良
時
代
の
中
頃
に
は
、

群
の
整
然
と
し
た
配
置
の
掘
立
柱
建
物
群
が

成
立
し
、
不
安
時
代
ま
で
継
続
し
て
い
る
。
平
安
時
代
の
後
半
頃
に
こ
れ
ら
の
建
物
群
は
廃
絶
す
る
が
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町

時
代
に
か
け
て
規
模
を
縮
小
し
て
再
び
集
落
が
形
成
さ
れ
、
近
世
以
降
は
水
田
化
し
て
い
る
。

奈
良
時
代
か
ら
一
平
安
時
代
の
掘
立
柱
建
物
は
、
南
流
す
る
大
溝
を
は
さ
ん
で
、
東
西
の
微
高
地
上
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
建

防：ill 第三三自！Ii
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物
は
真
北
を
軸
に
整
然
と
配
置
さ
れ
て
い
る
。
建
物
の
柱
は
、

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
中
心
と
し
た
針
葉
樹
が
用
い
ら
れ
、
直
径
が

一一一

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
も
あ
る
。
柱
の
下
に
は
、
問
じ
く
針
葉
樹
の
隠
さ

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
礎
板

が
置
か
れ
て
い
る
建
物
も
あ
る
。
複
数
の
礎
板
が
接
合
す
る
こ
と
か
ら
、
現
地
で
割
材
し
、
加
工
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

特
筆
す
べ
き
造
物
と
し
て
、
木
簡
、
胸
硯
、

木
製
車
輪
、
銅
製
帯
金
具
、
銅
錦
、
銅
製
獣
足
な
ど
が
出
土
し
て

い
る
。
ま
た
、
東
部
掘
立
柱
建
物
群
の
北
側
に
は
、
旧
河
川
に
架
か
っ
て
い
た
橋
梁
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

橋
梁
遺
構
は
、
幅
約

－
四
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

メ
i
ト
ル
以
上
の
規
模
で
、
一
円
床
か
ら
は
最
大
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の

さ
が
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
主
柱
は
直
夜
一
一
一

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
他
の
柱
は
直
後
二

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度

の
丸
太
杭
に
よ
り
、
構
成
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
九
点
出
土
し
て
い
る
。
米
飯
（
干
飯
）
の
支
給
も
し
く
は
貯
蔵
に
関
す
る
記
録
の
木
簡
に
は
、

播
磨
国
明
石
郡
菌
、
江
郷
に
比
定
さ
れ
る
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
名
は
、
現
伐
の
明
石
市
藤
江
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

ム」中のめノ、

米
の
支
給
、
ま
た
は
請
求
に
関
す
る
記
録
の
木
簡
に
は
、
「
鴨
郡
」
と
あ
り
、
こ
れ
も
播
磨
閤
鴨
郡
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
地
名
は
、
現
在
の
小
野
市
及
び
加
東
郡
の
一
部
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
出
挙
に
関
わ
る
可
能
性
の
あ
る
木

筒
、
帳
簿
様
の
木
筒
、
荷
札
の
形
態
を
し
た
木
簡
、

の
木
簡
な
ど
が
あ
る
。

の
中
に
は
「
播
磨
悶
司
移

摂
津
職
」

な
ど
の
文
字
が
あ
り
、
官
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
内
容
も
、
当
時
の
地
方
行
政
施
設

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
文
字
資
料
と
し
て
は
、
墨
書
土
器
も
多
数
出
土
し
て
い
る
。
判
読
で
き
た
も
の
と

し
て
は
、
「
主
」

「
欠
」
「
東
」

な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
葛
」
は
、
木
簡

「
池
島
」

と
同
様
に
諸
江
郷
に
隠
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
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玉
津
田
中
遺
跡
（
四
区
玉
津
町
田
中
・
宮
一
ト
）

玉
津
田
中
遺
跡
は
、
明
石
川
中
流
域
左
岸
の
沖
穣
地
及
び
設
丘
上
に
立
地
す
る
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
、
及
び
平
安
時

代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
の
拠
点
的
な
集
落
跡
で
あ
る
。
当
選
跡
に
お
け
る
中
世
の
遺
構
は
十
一
世
紀
中
葉
か
ら
認
め
ら
れ
る
が
、

発
達
し
た
集
落
の
姿
が
み
ら
れ
る
の
は
、
徳
政
地
区
を
中
心
に
掘
立
柱
建
物
の
集
落
が
営
ま
れ
る
十
一
世
紀
後
葉
以
降
で
あ
る
。

一
世
紀
後
葉
に
な
る
と
、
集
落
の
中
心
は
北
側
の
ニ
ノ
郷
地
一
訟
や
東
開
の
辻
ケ
内
地
区
へ
と
移
動
す
る
。
辻
ケ
内
地
区
で
は
、

ト
ル
の
堀
で
図
ま
れ
た
約
七
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
池
内
に
お
い
て
、

居
館
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
居
舘
は
、
存
続
期
間
は
短
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
一
戦
五
メ
ー
ト
ル
、
一
泌
さ
…
・
四
メ
l

油
、
建
物
跡
、
井
戸
、
土
坑
、
鍛
冶
炉
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
池
は

面
積
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
み
ら
れ
る
広
大
な
も
の
で
、

の
土
器
、
瓦
、
木
製
品
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
建
物
跡
の
う

ち
の
一
棟
は
、
柱
穴
や
礎
石
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
隣
接

す
る
地
の
中
よ
り
鬼
瓦
や
粁
瓦
を
含
む
大
量
の
瓦
が
出
土
し
て
い
る

」
と
な
ど
か
ら
、
瓦
葺
建
物
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

助；

そ
の
ほ
か
当
該
部
の
遺
構
は
、
平
野
地
区
の
調
査
に
お
い
て
も
侃

1主主

立
柱
建
物
跡
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
建
物
に
隣
接
す
る
溝
か
ら

硯
や
黒
漆
の
付
着
し
た
須
恵
器
、
鉱
浮
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、

し
よ
う
か
ん

荘
官
ク
ラ
ス
の
建
物
や
工
房
の
存
在
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。

ザー …メ

バ；ニiil'i

' 

市代."' Jtt ！経史編H

玉砕閉仁j1j遺跡辻ケ内地IR居官官会体ぼl｜務105

997 



端
谷
城
跡
（
西
区
機
ハ
〈
日
向
）

は
し
た
に

端
谷
城
は
明
石
川
の
一
支
流
、
楠
谷
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
東
西
に
広
が
る
機
谷
の
最
奥
部
に
あ
り
、
北
か
ら
南
に
伸
び

る
丘
陵
の
背
後
を
大
規
撲
な
掘
切
に
よ
っ
て
切
り
離
し
た
先
端
部
に
築
城
さ
れ
た
山
城
で
あ
る
。
十
六
世
紀
の
後
半
、
一
一
一
木
の

別
所
氏
に
与
し
、
命
運
を
共
に
し
た
衣
笠
範
景
の
居
城
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
「
本
丸
」
「
二
の
丸
」
や

ど
の
曲
輪
が
良
好
な
状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
。

の
壇
」
な

平
成
十

（ニ
0
0
）
度
以
降
、
将
来
の
史
跡
整
備
に
向
け
て
、
城
の
構
造
を
把
握
す
る
目
的
で
発
協
調
査
を
実
施
し

た
。
平
成
十
一
一
一

1
十
六
年
度
の
調
査
で
は
、
「
一

の
丸
」
「
聞
の
坦
」
に
礎
石
建
物
、
掘
立
柱
建
物
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
平
成
十
七
年
度
の
第
五
次
調
査
で
は
、
「
本
丸
」
北
西
隅
の
「
物
見
合
」
に
近
接
す
る
時
列
建
物
か
ら
叩
腎
が
多
量
に

出
土
し
た

山
崎
列
建
物
は
土
蔵
状
の
建
物
で
一
辺
約
二
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
約
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
方
形
地
を
地
中
に
埋
め
、

建
物
の
外
壁
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
東
西
約
六
・
一
一
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
九
・
二
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
建
物
内
部
の
床
面
は
北
・

西
・
南
側
が
コ
の
字
状
に
約
…
一

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
高
く
な
っ
て
お
り
、

よ
ろ
い

た
。
甲
は
こ
の
石
敷
田
の
北
半
部
か
ら
集
中
的
に
検
出
さ
れ
た
。

そ
の
館
所
に
は
拳
大
の
小
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い

申
は
押
付
板
、
脇
板
な
ど
の
形
状
か
ら
、

「
胴
丸
（
現
在
は
腹
巻
）
」
と
呼
ば
れ
た
背
中
で
引
き
合
わ
し
て
着
用
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
数
量
的
に
は
、
鵬
丸
の
背
面
に

こ
ざ
ね

一
一
一
領
分
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
現
在
、
小
札
の
下
に
な
り
確
定
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
、
増
加
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
出

た

ど

あ

げ

は

が

か

わ

く

さ

す

り

か

わ

さ

ね

土
し
た
部
品
の
大
平
は
服
部
（
前
後
の
立
挙
や
長
側
）
や
箪
摺
な
ど
を
構
成
す
る
鉄
・
革
札
で
あ
る
が
、
胸
板
、
脇
板
の
ほ
か
、

領
に
付
き
二
枚
あ
る
「
抑
付
板
」
が
二
五
枚
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
計
一
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品
そ
し
て
武
器
類
な
ど
は
見
ら
れ
な
い
。

せ
め
こ
は
ぜ
か
さ
こ
は
ぜ

八
双
金
具
、
責
特
、
笠
特
な
ど
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
た
だ
兜
鉢
、
鍬
形
や
袖
と
思
わ
れ
る
も
の
、
大
鎧
や
腹
巻
に
伴
う
部

鉄
札
は
現
在

ご
い
し
が
し
り
い
よ
ざ
ね

問

O
O枚
以
上
確
認
し
て
お
り
、
碁
石
頭
伊
予
札
（
二
山
、

し
こ
ろ

ど
の
種
類
が
あ
る
。
綴
に
使
わ
れ
る
札
も
あ
る
が
上
下
を
交
互
に
入
れ
替
え
た
状
態
で
検
出
し
て
お
り
、
綴
の
札
と
し
て
は

一
山
）
及
び
本
小
札
（
並
札
、
盛
上
、
一
一
一
臼
）
な

ま
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

使
用
し
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
出
土
し
た
甲
に
様
々
な
札
を
再
利
用
し
た
「
仕
返
し
」
系
の
も
の
が
含

城
跡
の
中
心
施
設
と
考
え
ら
れ
る
「
物
見
台
」
の
ト
レ
ン
チ
か
ら
出
土
し
た
瓦
と
、
こ
の
山
崎
列
建
物
に
伴
う
そ
れ
と
は
同
文

し
よ
う
か
い

で
、
か
っ
西
区
性
海
寺
銭
接
付
近
採
集
瓦
及
び
加
古
川
市
鶴
林
寺
護
摩
堂
・
常
行
堂
使
用
瓦
と
も
共
通
し
て
い
る
。
鶴
林
寺

の
瓦
は
棟
札
や
瓦
刻
銘
な
ど
か
ら
永
禄
六
年
（

五
六
一
一
一
）
、
間
九
年
と
ほ
ぼ
断
定

で
き
、
こ
れ
よ
り
端
谷
城
も
一
五
六

0
年
代
に
築
城
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

・
時
列
建
物
出
土
瓦
に
は
「
恵
比
寿
」
文
や

鬼
板
も
含
ま
れ
て
い
る
。
中
世
に
遡
る
恵
比
寿
像
は
、
木
像
や
基
設
な
ど
の
建
築

ま
た
「
物
見
合
」

部
材
を
含
め
て
希
少
な
も
の
で
、
福
神
信
仰
の
具
体
相
を
知
る
上
で
も
注
意
さ
れ

跡

る

.，，孔
1主主

な
お
、
「
閤
の

か
ら
出
土
し
た
瓦
の
中
に
、
西
区
如
意
寺
と
関
係
の
深
い

M•-M 

514ニ二uf]

十
五
世
紀
代
と
考
え
ら
れ
る
軒
平
瓦
や
鬼
瓦
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
寺
院
な
ど
、

山
城
築
城
以
前
の
瓦
葺
建
物
の
存
在
を
推
測
さ
せ
る
。

文
の
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神
出
古
宮
市
泣
群
（
剖
区
神
出
向
）

神
出
古
窯
祉
群
は
離
岡
山
の
西
側
に
ふ
広
が
る
印
南
台
地
の
北
東
端
に
位
置
す
る
神
出
町
一

に
分
布
す
る
平
安
時
代
後
期

1

鎌
倉
時
代
前
期
の
訪
問
祉
群
で
あ
る
。
窯
祉
は
、
離
岡
山
栂
の
斜
面
や
台
地
上
を
流
れ
る
小
河
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
浸
食
谷

な
ど
の
傾
斜
地
な
ど
に
数
基
か
ら
十
数
基
が
群
を
成
し
て
分
布
す
る
。

発
掘
調
査
で
は
数
十
基
の
窯
祉
が
発
口
付
ん
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
百
基
以
上
が
存
在
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

窯
社
で
出
土
す
る
造
物
は
、
灰
原
に
捨
て
ら
れ
た
須
恵
器
や
瓦
な
ど
の
米
製
品
と
、
須
恵
器
を
焼
く
際
に
使
用
さ
れ
た
窯
道

場
や
按
鉢
（
摺
鉢
）
な
ど

助、えさ
日ー 一 件

5約二日fl

呉
な
ど
で
あ
る
。
須
恵
器
に
は
大
型
の
護
、

神tl:l古築士tl：群釜ノ口支群3号言宗

が
あ
る
。

集
落
は
、
台
地
上
に
あ
っ
て
、
摺
立
柱
建
物
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

般
の
集
落
と
の

い
は
見
当
た
ら
な
い
。

特

こ
の
他
、
集
落
に
近
い
台
地
上
で
製
品
を
作
る
粘
土
を
採
掘
し
た
跡
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。
採
掘
し
た
粘
土
は
、
地
表
を
讃
う
黄
褐
色
の
粘
土
で
は
な

く
、
そ
の
下
に
あ
る
灰
白
色
の
精
虫
な
粘
土
を
採
取
し
て
い
る
。

な
お
、
集
落
の
出
土
遺
物
の
中
に
瓦
・
議
患
器
の
不
良
品
な
ど
が
発
見
さ

写真247

れ
、
出
荷
に
先
立
つ
選
別
が
行
わ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

宮
市
枇
か
ら
出
土
す
る
造
物
は
、

－
坊
や
担
鉢
な
ど
が
あ
り
、
一
平
安

時
代
後
期
（
十
一
般
紀
中
頃
）
か
ら
鎌
倉
時
代
前
期
（
十
一
二
世
紀
前
半
）
ま
で

[IJ{~ • LjJ役f絞史編HIOOI 



の
約
二
百
年
間
の
時
期
隔
が
あ
り
、
時
代
に
よ
っ
て
主
要
な
生
産
品
に
変

化
が
あ
る
。

当
窯
祉
群
で
生
産
さ
れ
た
造
物
の
多
く
は
、
西
日
本
を
山
中
心
に
全
国
各

地
の
遺
跡
よ
り
出
土
す
る
。
特
に
裡
鉢
は
当
窯
祉
群
の
特
産
品
と
い
う
存

在
で
、
西
日
本
の
当
該
期
の
遺
跡
か
ち
り
は
必
ず
出
土
し
、
当
時
の
大
窯

る
。
瓦
は
播
磨
地
域
各
地
の
寺
院
や
官
指
な
ど

業
地
帯
で
あ
っ
た

で
も
発
見
さ
れ
る
が
、

そ
の
主
要
な
消
費
地
は
平
安
京
や
そ
の
周
辺
の
寺

院
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
神
出
産
の
瓦
が
出
土
し
て
い
る
の
は
、

鳥
羽
離
宮
・
一
泉
寺
・
六
勝
点
寸
の
う
ち
の
尊
勝
寺
な
ど
で
あ
る
。

従
来
の
窯
祉
の
調
査
で
は
、
窯
祉
だ
け
が
発
見
さ
れ
、
集
落
な
ど
の
状

況
が
不
明
で
あ
っ
た
。
当
窯
祉
群
で
は
集
落
や
採
掘
坑
な
ど
が
発
見
さ
れ
、

生
産
の
過
程
を
知
る
上
で
重
嬰
な
資
料
を
提
供
す
る
も
の

。

ヲ

hv

ま
た
、
生
産
品
の
中
に
瓦
が
あ
り
、
使
用
さ
れ
た
寺
院
の
建
立
年
代
か

ら
そ
の
時
代
が
特
定
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
土
器
の
編
年
を
考
え
る
上
で

重
要
な
視
点
と
な
る
。
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六
甲
山
地
北
部
地
域
の
遺
跡

た
い
し
ゃ
く

六
甲
山
地
の
北
側
の
こ
の
地
域
は
現
在
の
北
京
…
で
あ
り
、
六
叩
山
地
北
側
斜
語
、
帝
釈
山
地
な
ど
の
山
地
が
そ
の
主
な
面

積
を
占
め
、
ま
た
帝
釈
山
地
の
北
東
に
は
三
回
盆
地
に
か
け
て
丘
駿
が
続
い
て
い
る
。

方
、
河
川
の
流
域
を
中
心
と
し
た
平

地
や
河
岸
設
丘
も
存
在
し
、
遺
跡
は
主
に
こ
う
し
た
地
形
に
多
く
分
布
す
る
。

こ
の
地
域
は
旧
摂
津
悶
有
馬
郡
、
同
八
部
郡
、
播
磨
国
美
嚢
郡
そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
を
含
む
。
中
で
も
現
在
の
八
多
町
、

し

も

お

な

た

え

い

ば

ら

町
に
は
、
古
代
の
宮
部
に
関
連
す
る
遺
跡
と
推
定
さ
れ
る
下
小
名
田
遺
跡
、
宅
原
遺
跡
が
存
在
す
る
。
中
世
に
は
各
河
川
流
域

に
集
落
が
点
在
し
、
地
方
一
家
族
の
荘
園
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
日
本
書
紀
』
に
も
そ
の
記
述
の
見
ら
れ
る
有
馬
温
泉
に
は
、
安
土
・
桃
山
時
代
に
登
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ

た
湯
殿
跡
と
推
定
さ
れ
る
湯
山
遣
部
が
発
見
さ
れ
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。

六
甲
山
地
で
は
古
く
か
ら
淡
河
町
の
楽
寺
経
塚
や
八
多
町
の
大
松
山
経
塚
を
は
じ
め
い
く
つ
か
の
経
塚
が
知
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
近
年
発
見
さ
れ
た
勝
雄
経
塚
や
再
臨
認
さ
れ
た
有
馬
温
泉
寺
伝
来
の
銅
製
経
箱
な
ど
興
味
深
い
資
料
が
蓄
積
さ
れ

助、

て
い
る
。
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宅
原
遺
跡
（
北
区
長
尾
町
宅
原
）

｛
も
原
遺
跡
は
北
区
長
尾
町
宅
原
に
所
在
し
、

宅原逃跡出土の木彫而

武
庫
川
の

支
流
で
あ
る
長
尾
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
谷
間
の
沖
積

地
と
、
南
側
の
右
岸
か
ら
一
長
尾
川
に
向
か
っ
て
伸
び
る
、

数
本
の
丘
陵
先
端
の
段
丘
上
に
立
地
す
る
。
そ
の
範
囲
は
、

東
西
約

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

空手；民249

範
mm
に
広
が
る
。

飛
鳥
時
代
の
遺
構
と
し
て
は
、
部
立
柱
建
物
や
大
溝
が

見
つ
か
っ
て
い
る
。
岡
下
地
区
の
大
溝
か
ち
り
は

の
文
字
が
書
か
れ
た
墨
書
土
器
や
円
面
硯
が
、

ノ
元
地
区
の
大
溝
か

ら
は
日
本
最
古
の
木
彫
面
や
人
形
な
ど
様
々
な
木
製
品
と
、
馬
骨
な
ど
の
祭
杷
に
関
連
す
る
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。

奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
め
に
か
け
て
の
逃
構
と
し
て
は
、

ノ
元
、
豊
浦
地
涯
を
中
心
に
掘
立
柱
建
物
や
溝
が
、
ま
た

宮
ノ
一
冗
地
区
で
は
、
ハ
八
日
筋
を
せ
き
止
め
た
堤
と
、
鴻
め
池
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
潤
め
池
は
、
奈
良
時
代
に
築
か
れ
鎌
倉

時
代
ま
で
改
修
し
な
が
ら
能
用
さ
れ
て
い
た
。
豊
浦
地
区
の
溝
内
ゃ
、

ノ
元
地
涯
の
溜
め
池
付
近
か
ら
は
、

「
郷
長
」
「
山
代
」
「
回
木
」
「
池
返
」
な
ど
の
文
字
の
書
か
れ
た
墨
書
土
器
ゃ
、
入
国
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
出
土
造
物
か
ら
、
律
令
制
下
地
方
官
街
が
こ
の
地
域
に
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
は
宅
原
遺
跡
内
の
各
地
区
に
散
在
的
に
掘
立
校
建
物
が
つ
く
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の

建
物
の
付
近
か
ら
は
、
木
棺
基
や
井
戸
な
ど
が
多
く
見
つ
か
っ
て
い
る
。
岡
下
地
区
、
捜
浦
地
一
阪
で
見
つ
か
っ
た
木
棺
些
か
ら
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三？色ど
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は
、
土
師
器
や
須
態
器
の
小
田

宅原巡~!Jl;tllオ：選出ナ~ri~

一
円
か
ら
は
「
有
田
」
「
中
間
」

と
と
も
に
青
磁
や
白
磁
や
碗
が

副
葬
品
と
し
て
出
土
し
て
お
り
、

当
時
の
葬
送
の
風
習
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
豊
鴻
地
区
の
井

！き1109 

な
ど
人
名
を
表
す
と
考
え
ら
れ

書
土
器
と
と
も
に
、
呪
符
木
簡
・
下
拡
・

－
箸
な
ど
の
木
製
品
や
能
角
、
種
子
な
ど
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。

る
文
字
や
花
押
の
脅
か
れ

｛
泉
町
時
代
の
掘
立
柱
建
物
や
井
戸
は
豊
浦
地
灰
一
で
見
つ
か
っ
て
お
り
、
中
世
米
期
の
在
敷
の
闘
池
や
近
世
の
民
家
に
繋
が
る

掘
立
柱
建
物
が
宮
ノ
元
、
豊
浦
地
区
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。

中
世
こ
の
地
域
は
、
一
一
一
鈷
寺
領
の
宅
原
荘
と
し
て
領
有
さ
れ
て
い
た
。
先
述
し
た
造
構
や
造
物
は
そ
の
頃
の
も
の
で
あ
り
、

跡、

荘
園
内
で
の
生
活
ゃ
、
散
村
的
な
荘
闘
の
景
観
が
復
元
さ
れ
る
。

宅
問
遺
跡
は
、

一
つ
の
限
ら
れ
た
地
域
の
な
か
で
古
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
連
綿
と
集
落
が
営
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

追

と
か
ら
、
農
村
集
落
の
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
変
選
を
知
る
？
え

付
近
は
全
国
的
に
見
て
も
調
査
例
の
少
な
い
律
令
制
初
期
地
方
官
街
と
、

モ
デ
ル
と
な
る
。
ま
た
宮
ノ
元
地
底
、
豊
浦
地
区

山－

Bl~ 二日｜］

そ
れ
に
続
く
地
方
官
街
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
律

令
制
下
に
お
け
る
地
方
官
街
の
変
遷
を
知
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
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下
小
名
問
遺
跡
（
北
区
八
多
町
下
小
名
田
）

下
小
名
田
遺
跡
は
武
庫
川
の
支
流
で
あ
る
八
多
川
の
中
流
域
に
あ
た
る
八
多
町
下
小
名
田
に
所
在
し
、
中
間
の
大
築
務
遺
跡

で
あ
る
上
小
名
田
追
跡
の
北
側
に
近
接
す
る
弥
生
時
代

i
中
世
の
捜
合
遺
跡
で
あ
る
。
近
年
の
発
摘
調
査
で
は
、
特
に
、
奈
良

ー
平
安
時
代
の
造
構
・
造
物
が
数
多
く
確
認
さ
れ
、
吉
代

i
中
世
に
お
い
て
比
較
的
規
模
の
大
き
い
集
溶
を
形
成
し
て
い
た
も

い
く
し

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
出
土
造
物
の
中
に
は
、
墨
書
土
器
、
銅
印
、
斎
申
中
、
土
馬
、
石
帯
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、
当
時

と
し
て
は
社
会
的
地
位
が
高
く
、
｛
防
衛
的
要
素
を
も
っ
た
集
落
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
中
で
も
銅
印
は
、
奈
良
お
よ
び
平
安

り
出
土
し
て
い
る
。
印
面
の
文
字
は
漢
字
で
あ
れ
ば

期
の
も
の
と
し
て
は
、
兵
庫
県
下
で
六
例
（
出
土
品
問
例
、
伝
承
品
二
例
）
あ
り
、

と
説
め
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

そ
の
他
、

土
器
に
つ
い
て
は
、
判
読
で
き
た
も
の
と
し
て

「
大
南
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
出
土
し
て
お
り
、

そ
の
中
で

も
「
下
」
は
、
和
名
類
衆
抄
の
郷
名
に
出
て
い
る
当
地
の
地

名
「
下
幡
多
」
を
示
す
可
能
性
も
あ
る
。

ー
十
一
二
回
紀
の
造
物
を
含
む
包
含
簡
よ

。

～5cm 

｛企i
下小名問；遺跡出土銅Ell

roo6 
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上
小
名
田
遺
跡
（
北
区
八
多
町
上
小
名
田
）

上
小
名
目
遺
跡
は
、
武
隊
川
の
支
流
で
あ
る
八
多
川
の
中
流
域
に
位
罷
し
、
価
指
高
約
一
九

0
メ
ー
ト
ル
の
沖
積
地
お
よ
び
河

九
八
六
）
に
六
甲
北
有
料
道
路
の
建
設
に
襟
し
発
見
さ
れ
、

岸
段
丘
上
に
立
地
し
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
は
、
昭
和
六
十
一
年
（

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
圃
場
整
備
事
業
や
区
樹
整
理
事
業
等
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
に
十
数
次
の
発
協
調
査
が
行
わ

れ
て
い
る
。
遺
跡
は
、
平
安
時
代
中
頃
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
大
規
模
な
集
落
跡
で
、
特
に
道
路
建
設
及
び
区
画
整
理
に

伴
う
調
査
で
は
、
商
北
約
一
一
一

0
0メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
一

0
0メ
ー
ト
ル
の
範
屈
に
掘
立
柱
建
物
四
九
棟
以
上
が
検
出
さ
れ
た
。

築
落
の
は
じ
ま
る
十
世
紀
後
半
額
に
は
五

0
メ
ー
ト
ル
四
万
ほ
ど
の
範
聞
に
五
棟
の
掘
立
柱
建
物
が
建
て
ら
れ
、
同
時
に
存

跡巡
伽 F

バロ二日11

在
し
た
の
は
一
二
棟
以
内
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
は
い
ず
れ
も

繭
を
持
ち
、

そ
の
う
ち
の
一
棟
は
柱
間
九
間
×
四
聞
の
大
型
の
四
国
陥
建
物
で
あ

侃立柱建物

る
。
ま
た
当
時
で
は
市
内
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
八
開
×
五
関
の
建
物
に
は
、
建

築
の
際
、
地
鎮
の
た
め
に
皇
朝
十
二
銭
の
ひ
と
つ
で
あ
る
乾
元
大
宝
（
初
鋳
天
徳

二
年
〔
九
五
八
〕
）
二
二
枚
が
柱
穴
に
納
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
出
土
造
物

写真250

に
は
、
須
恵
器
・
土
師
器
・
黒
色
土
器
の
日
常
雑
器
の
ほ
か
、
緑
紬
陶
器
、
灰
紬

陶
器
の
施
紬
陶
器
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
特
異
な
造
物
と
し
て
、
緑
紬
陶
器
の
香

炉
蓋
片
や
当
時
の
貴
族
・
役
人
の
身
分
を
表
す
帯
飾
り
で
あ
る
石
帯
が
出
土
し
て

い
る
。
こ
の
建
物
群
は
そ
の
境
撲
や
構
造
、
出
土
造
物
か
ら
、
当
地
域
の
有
力
者

の
居
館
（
犀
敷
地
）
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
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続
く
平
安
時
代
末

1
鎌
倉
時
代
（
十
一

1
十
二
世
紀
）
に
か
け
て
は
、
飛
躍
的
に
集
落
現
模
が
拡
大
し
て
い
く
。
当
造
跡
の
中

で
も
、
前
時
期
の
建
物
群
の
北
東
側
微
高
地
上
や
出
河
道
（
十

出
紀
頃
に
思
没
）
の
低
地
を
挟
ん
で
西
お
よ
び
南
西
側
へ
と
い

く
つ
か
の
単
位
で
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
な
か
で
も
、
平
安
時
代
の
建
物
群
の
北
側
に
隣
接
す
る
よ
う
に
形
成
さ
れ

た
建
物
群
に
は
、
柱
間
五
間
×
七
間
以
上
の
床
面
積
八

O
坪
を
超
え
る
当
時
最
大
級
の
掘
立
柱
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

物
に
は
土
器
類
の
ほ
か
、
溝
な
ど
か
ら
下
駄
・
櫛
・
箸
・
鍬
や
木
簡
な
ど
の
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
八
多
川

つ〆、
i

む
の

流
域
の
上
流
で
は
聞
物
遺
跡
・
吉
尾
遺
跡
、
下
流
域
で
は
下
小
名
旧
遺
跡
・
中
遺
跡
な
ど
の
集
落
跡
が
現
れ
、
広
範
聞
に
村
落
が

形
成
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
中
に
お
い
て
、
上
小
名
田
で
は
継
続
し
て
大
規
模
な
建
物
が
建
て
ら
れ
る
な
ど
、
平
安
時
代
中
頃
か

ら
鎌
倉
時
代
に
至
る
ま
で
、
八
多
川
流
域
に
お
け
る
こ
れ
ら
集
落
の
中
核
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

淡
河
・
荻
原
城
跡
〈
北
区
淡
河
町
淡
河
・
同
荻
原
）

淡
河
町
の
中
央
を
西
流
す
る
淡
河
川
沿
い
は
か
つ
て
京
・
摂
津
と
播
磨
を
結
ぶ
主
要
な
ル

l
ト
で
あ
っ
た
。
淡
河
城
、
荻
原

城
は

ロ
メ
ー
ト
ル
を
隔
て
て
と
も
に
街
道
に
揺
す
る
淡
河
川
左
岸
の
段
丘
上
に
立
地
す
る
。

淡
河
城
は
淡
河
町
淡
河
に
位
置
し
、
淡
河
川
と
そ
の
支
流
と
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
段
丘
の
突
端
に
立
地
す
る
。
段
丘
は
南
に

広
く
、
現
在
は
水
剖
と
化
し
て
い
る
。
城
の
主
要
部
は
段
丘
の
北
端
に
位
置
し
、
南
に
矩
形
の
天
主
台
と
称
さ
れ
る
高
ま
り
を

持
つ
「
本
丸
」
と
土
塁
・
水
堀
・
空
堀
に
よ
り
区
阪
さ
れ
、
本
丸
の
西
・
南
に
L
字
形
に
取
り
付
く
「
二
の
丸
」
の
痕
跡
が
現

状
で
確
認
で
き
る
。
「
本
丸
」
の
東
及
び
北
僻
は
垂
直
に
近
い
よ
援
と
な
り
、
川
面
か
ら
の
比
高
差
は
約
二

0
メ
ー
ト
ル
で
天
然

の
一
安
筈
と
な
る
。
「
本
丸
」
「
二
の
丸
」
に
遺
存
す
る
土
皐
は
幅
、
高
さ
と
も
一
・
五

1
一
一
一
メ
ー
ト
ル
の
規
模
を
有
し
、

そ
の
外

側
に
婦
が
廻
ら
さ
れ
る
お
八
主
台
と
「

の
丸
」
を
闘
す
る
空
堀
は
現
状
で
幅
一

0
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
規
模

roo8 
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を
有
す
る
。

内
で
遺
構
の
残
待
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の
発
掘
鵡
査
を
数
次
に
わ
た
り
実
施
し
て
い
る
が
、

の
と

こ
ろ
顕
著
な
遺
構
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
後
世
の
耕
作
に
よ
り
大
き
く
郎
ら
れ
た
も
の
と
堆
糊
さ
れ
て
い
る
。

しし
3

族
と
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
の
初
め
に
は
地
頭
職
と
し
て
淡
河
荘
に
補

築
城
年
代
は
定
か
で
は
な
い
が
、
淡
一
同
氏
の
担
は
北
条

任
、
荘
名
を
氏
と
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
頃
に
は
城
が
存
夜
し
た
も
の
と
誰
制
さ
れ
る
。

荻
原
城
は
淡
河
町
萩
原
の
淡
河
川
に
関
す
る
南
側
測
の
段
丘
上
に
築
か
れ
た
長
城
で
あ
る
。
城
の
立
地
す
る
段
丘
先
端
に
は
小

開
析
谷
が
刻
ま
れ
、
東
縁
は
独
立
庇
綾
状
と
な
っ
て
淡
河
川
に
張
り
出
し
、
こ
こ
に
「
本
丸
」
（
主
郭
）
、
「
一

の
丸
」
（
E
郭）、

が
南
北
に
並
ぶ
。
ま
た
谷
を
隔
て
た
台
地
の
西
側
に
は
空
堀
と
土
設
に
よ
り
防
御
さ
れ
た

の
丸
」
や
、
「
山
山
丸
」

と
呼
ば
れ
る
突
出
部
が
あ
る
。
台
地
南
側
に
は
現
寂
、
論
界
を
一
不
す
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
か
つ
て
は
東
西
に
走
る
空
堀

と
土
塁
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
城
域
は
二
五

0
メ
ー
ト
ル
四
万
に
及
ぶ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
台
地
と
平
地
部
の
比
高
地
一
訟
は

一
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
台
地
周
囲
は
淡
河
川
と
そ
の
支
流
が
深
く
切
り
込
ん

な
り
、
自
然
要
害
の
体
を
な
す
。

台
地
東
縁
に
位
置
す
る
「
本
丸
」
は
東
西
二
一

0
メ
ー
ト
ル
、
南
北
六

0
メ
ー
ト
ル
の
矩
形
を
休
し
、
現
在
、
雑
木
が
茂
る
平

約
一
部
の
商
闘
に
は
高
さ

メ
ー
ト
ル
の
土
塁
が
巡
り
、
海
側
は
深
さ
五
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
堀
切
に
よ
り
小
規
模
な
郭
で
あ
る

「
南
丸
」
と
区
屈
さ
れ
る
。

~1); 

「
本
丸
」
の
北
に
位
題
す
る
「

の
丸
」
は
東
西
一
五

0
メ
ー
ト
ル
、
雨
北
一

0
0メ
ー
ト
ル
の
規
模
を
有
し
、
J

城
市
叩
で
最

込よ

も
広
く
、
平
成
五

i
七
年
〈

九
九
三
1
九
五
）
度
の
発
掘
能
査
で
は
掘
立
柱
建
物
・
土
坑
・
集
石
遺
構
・
溝
・
堀
・
石
垣
が
確
認
さ

手 ， e…ザメ

iオi主二二日f]

れ
た
。
建
物
な
ど
の
居
住
空
間
は
」
語
北
西
部
に
あ
り
、
中
央
部
は
横
矢
や
期
と
い
っ
た
防
御
機
能
が
備
わ
る
。
逆
L
字
形
の
堀

メ
ー
ト
ル
で
、

と
つ
一
の

を
躍
す
る
。
城
へ
の
進
入
諮
は
在
か
ら
直
進
し
た
こ
の
堀
辺
り
と
推
定

は
深
さ
約
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さ
れ
る
が
暁
確
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

荻
原
城
の
築
城
時
期
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
当
初
は
淡
河
荘
の
領
主
で
あ
っ
た
淡
河
氏
の
築
城

に
よ
る
も
の
で
、
鎌
倉
時
代
に
は
存
在
し
た
と
考
え
ら

れ
、
調
査
で
も
十
三
世
紀
の
造
物
が
出
土
し
て
い
る
。

ど
ん
ぶ
ん

天
文
ニ

ニ
年
（

五
五
四
）

さ；；
ど東
~ての
ノ、、んコとず

正；員
六郡
i か
八ら

有
馬
氏
が
進
出
し
た
と
さ
れ
、

年

五
七
八
i
八
O
）
の
三
木
合
戦
の
際
は
抑
制
柴
方
の

城
と
し
て
淡
河
城
攻
略
に
利
用
さ
れ
た
。
二
一
木
合
戦
に

お
け
る
勝
利
に
伴
い
有
馬
氏
は
淡
河
城
を
与
え
ら
れ
、

荻原城跡（本丸・二の丸・雨丸）図111 

天
正
七
年
萩
原
城
は
廃
城
に
至
っ
た
と
さ
れ
る
。
鹿
城
後
は
堀
や
谷
が
埋
め
ら
れ
、
急
速
に
耕
地
化
が
進
ん
だ
状
況
が
周
辺
の

発
掘
調
査
か
ら
も
窺
え
る
。

同
城
は
三
木
合
戦
の
前
後
に
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
淡
河
城
は
そ
の
後
、
有
馬
氏
の
開
城
と
し
て
一
万
五
千
石

を
領
す
る
こ
と
と
な
る
。
か
つ
て
の
本
的
賂
辺
に
は
城
下
町
が
形
成
さ
れ
、
今
で
も
旧
道
沿
い
に
は
江
戸
時
代
の
本
陣
跡
が
残

げ
ん
は

り
、
往
時
の
雰
囲
気
を
残
す
。
淡
河
城
は
関
ヶ
原
合
戦
の
後
、
江
戸
幕
府
の
一
国
一
城
の
制
に
よ
り
、
元
和
一
一

に
廃
城
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

一L
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勝
雄
遺
跡
（
北
区
淡
河
町
勝
雄
）

勝
雄
遺
跡
は
、
加
古
川
の
支
流
淡
河
川
の
右
岸
の
河
岸
段
丘
上
の
集
落
遺
跡
で
あ
る
。
平
成
八
年
三
九
九
六
）
度
か
ら
土
地

改
良
事
業
に
伴
っ
て
発
掘
調
査
が
実
臆
さ
れ
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
室
町
時
代
の
築
港
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
て
い
る
。
特
に

区
画
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
溝
二
条
と
奈
良
時
代
の
掘
立
柱
建
物

平
成
九
年
度
に
実
施
し
た
第
三
次
調
査
で
は
、
淡
河
八
幡
神
社
の
北
側
関
で
、
竪
穴
住
居
一
間
棟
、
掘
立
柱
建
物
八
棟
、
集
落
を

棟
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

竪
穴
住
居
は
、
長
方
形
に
竪
穴
を
抑
制
り
、
北
辺
な
い
し
は
西
辺
に
趨
を
設
け
て
い
る
。

一
部
の
竪
穴
住
居
の
寵
爵
辺
に
は
、

砂
岩
製
の
板
石
が
発
見
さ
れ
、
寵
使
用
時
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
積
と
併
せ
て
鹿
内
一
炉
を
設
け
た
竪
穴
住
居

も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
掘
立
柱
建
物
は
方
形
掘
形
を
穿
ち
、
二
関
×
一
一
一
間
な

い
し
は
間
関
前
後
の
規
模
で
、
東
柱
を
設
け
な
い
造
り
で
あ
る
。
擁
立
柱
建

物
の
中
に
は
、
竪
穴
住
居
が
除
却
さ
れ
た
後
に
建
て
ら
れ
た
建
物
ゃ
、
竪
穴

住
居
が
造
ら
れ
る
以
前
に
建
て
ら
れ
た
建
物
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
竪
穴
住
居

と
掘
立
柱
建
物
が
同
時
に
併
存
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

竪
穴
住
聞
と
掘
立
柱
建
物
の
時
期
は
、
七
世
紀
初
め
か
ら
中
頃
と
考
え
ら

効；

れ
る
。

一
方
、
集
落
を
択
一
闘
す
る
同
時
期
の
溝
は
、
埋
没
後
に
再
度
穿
た
れ

巡

た
後
、
八
段
紀
後
半
に
埋
っ
て
い
る
こ
と
、
八
世
紀
後
半
の
掘
立
柱
建
物
も

!Tei三節

一
部
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
勝
雄
遺
跡
は
七
位
紀
か
ら
八
世
紀
ま
で

断
続
的
に
営
ま
れ
た
集
落
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

勝雄i立跡祭穴住居助；写真；zs1 
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箱
木
家
住
宅
（
千
年
家
）
（
北
区
山
間
町
筋
原
）

ど
ん
ど

箱
木
家
住
宅
は
、
呑
吐
ダ
ム
建
設
に
よ
る
移
転
に
伴
い
、
解
体
後
、

の
創
建
時
期
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

礎
石
、
大
援
の
痕
跡
な
ど
も
検
出
さ
れ
た
が
、

と
し
て
、
床
下
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
議
、
厩
は
数
度
に
わ
た
る
改
修
の
痕
跡
が
発
見
さ
れ
、
西
側
石
積
み
下
か
ら
は

の
全
面
的
な
建
て
替
え
を
示
唆
す
る
よ
う
な
逃
構
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

な
お
、
当
初
柱
の
礎
石
は
黒
褐
色
の
盛
土
上
に
据
え
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
盛
土
直
下
で
発
見
さ
れ
た
ピ
ッ
ト
は
主
屋
創
建
の

際
の
地
鎮
追
措
と
も
考
え
ら
れ
、
中
に
は
朗
読
書
須
恵
器
が
埋
納
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
土
器
と
閉
側
雨
落
ち
溝
か
ら
出
土
し
た
須
恵
質
土
器
か
ら
す
れ
ば
、
主

段下1t\'1~1mれ賎数建物助、（，！とより）

屋
の
建
築
時
期
が
鎌
倉
時
代
（
士
…
一
世
紀
）
ま
で
遡
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る。
千
年
家
の
新
座
敷
と
呼
ば
れ
る
西
側

lま

は
時
期
を
奥
に
す

る
建
物
で
あ
る
こ
と
は
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
発
備
調
査
の
結
果

解
体
前
の
千
年
家
に
な
る
ま
で
に
四
時
期
の
離
れ
庫
敷
が
建
て
替
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
最
下
層
の
建
物
跡
は
、
江
戸
時
代
初
期
に

写真252

廃
絶
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
中
位
住
宅
で
あ
る
。
礎
石
、
同
据
え
跡
、
小
刻

跡
、
掘
立
柱
跡
、

の
遺
捕
と
と
も
に
、
臨
炉
裏
跡
付
近
か
ら
は
、
小
本

銭
、
陶
器
片
等
が
出
土
し
た
。
南
側
に
縁
を
持
ち
、
閉
…
か
裏
の
あ
る
広
間
を

中
心
と
し
た
住
宅
と
考
え
ら
れ
る
。

IOI2 
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湯
山
遼
跡
（
豊
臣
秀
吉
湯
山
御
殿
跡
）
（
北
区
有
馬
町
）

ぷ
ん
ろ
く

湯
山
退
跡
は
豊
臣
秀
吉
が
自
ら
の
領
地
と
し
た
有
馬
温
泉
に
建
立
し
た
御
殿
の
、
遺
跡
で
あ
る
。
有
馬
温
泉
で
は
、
文
禄
五
年

五
九
六
）
に
起
き
た
大
地
震
に
伴
っ
て
新
た
な
地
点
で
温
泉
が
濡
き
出
し
、
秀
吉
は
そ
こ
に
新
た
な
湯
屋
や
馬
屋
等
を
造
ら

せ
た
と
い
う
記
録
が
残
る
。
こ
の
泉
源
は
後
に
湯
の
涌
出
が
止
ま
る
が
（
現
夜
の
極
楽
泉
一
政
は
戦
後
新
た
に
搬
削
さ
れ
た
も
の
）
、

一
年
（

吋
有
馬
出
槌
泉
古
出
来
』
に
も
「
大
か
う
の
ゆ

そ
の
場
所
は
名
所
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、

（
が
綜
の
湯
ご
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
地
元
で
は
現
在
ま
で
も
極
楽
寺
・
念
仏
寺
の
境
内
が
秀
吉
の
湯
山
御
殿
跡
で
あ
り
、

極
楽
寺
庫
裡
奥
床
下
に
あ
る
石
組
み
の
援
を
も
っ
地
下
室
が
湯
殿
跡
で
あ
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
。

七
一
七
）

の

極
楽
寺
庫
裡
は
平
成
七
年
（
一
九
九
長
）
の
阪
神
大
震
災
に
よ
っ
て
躍
災
し
、

そ
の
再
建
に
伴
っ
て
事
前
の
発
掘
調
査
が
実

施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
湯
殿
跡
と
長
え
ら
れ
た
石
組
み
の
遺
構
は
江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
自
体
は
湯
山
御
殿
と
は

関
係
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
の
ニ
閣
の
火
災
層
が
記
録
に
残
る
と
お
り
確
認
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
下
層

か
ら
安
土
桃
山
時
代
の
湯
屋
に
関
連
す
る
遺
構
、
ま
た
庭
鴎
跡
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

に
関
連
す
る
遺
構
に
は
、
泉

源
・
湯
を
ひ
く
た
め
の
パ
イ
プ
（
樋
）
・
蒸
し
風
呂
・
岩
風
呂
な
ど
が
あ
る
。
路
間
脳
部
分
で
は
池
・
植
木
の
移
植
跡
・
小
規
模
な

助、

建
物
の
基
礎
等
の
遺
構
が
あ
る
。
池
は
そ
の
構
造
か
ら
茶
の
湯
に
能
用
す
る
水
を
ひ
き
、
こ
こ
で
汲
む
た
め
の
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
庭
園
・
湯
殿
の
背
後
に
は
加
工
し
た
五
材
を
用
い
な
い
「
野
面
積
み
」
の
石
塩
が
高
さ
約
七
メ
ー
ト
ル

お
ぴ
く
る
わ

に
わ
た
っ
て
積
ま
れ
、
そ
の
上
面
は
幅
約
五

tJ
一
五
メ
ー
ト
ル
の
平
間
一
面
（
出
市
山
総
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て

た
も
ん

も
試
掘
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
帯
曲
輪
の
周
囲
で
は
石
垣
上
に
巡

3

り
さ
れ
る
多
聞
と
呼
ば
れ
る
長
屋
ず
つ
く
り
の
域
，
監
の
基
礎
、

逃第三節

帯
曲
輪
の
北
間
で
は
隅
櫓
状
の
建
物
の
基
礎
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
湯
山
御
殿
の
措
造
が
重
層
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明

11111:;・ιjJ!IJ:絞5色紙E
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し
た
。出

土
し
た
造
物
に
は
大
量
の
瓦
の
ほ
か
、
陶
磁
器
類
・
碁
五
な
ど
が
あ
る
。
陶
磁
器
類
に
は
花
生
け
・
茶
藷
・
天
白
茶
碗
・

向
付
－

m
・
徳
利
・
杯
・
摺
鉢
な
ど
が
あ
り
、
唐
津
・
備
前
・
丹
波
・
志
野
・
織
部
・
瀬
戸
美
濃
な
ど
各
地
の
製
品
の
ほ
か
、

中
国
製
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
調
査
範
聞
だ
け
で
も
一
・
五
ト
ン
以
上
と
大
量
に
出
土
し
て
い
る
瓦
は
、
豊
臣
氏
お
か
か
え
の

瓦
師
の
手
に
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
瓦
が
茸
か
れ
た
御
殿
の
主
が
豊
田
氏
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
、

文
献
史
料
と
あ
わ
せ
、
こ
の
御
殿
が
秀
吉
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
で
き
た
。

現
在
こ
の
地
に
立
つ
極
楽
寺
・
念
仏
寺
は
と
も
に
徳
川
氏
と
か
か
わ
り
の
深
い

の
母
で
あ
る
桟
呂
院
の
奉
納
し
た
厨
子
が
あ
り
、
棟
に
は
現
在
も
三
つ
葉
葵
の
御
紋
が
輝
く
。
出
土
し
た
茶
碗
類
か
ら
湯
屋
関

で
、
極
楽
寺
の
本
堂
に
は
掠
川
綱
吉

速
の
遺
構
が
埋
め
た
て
ら
れ
た
の
は
江
戸
時
代
の
初
期
と
考
え
ら
れ
る
が
、
湯
山
御
殿
が
壊
さ
れ
る
の
は
政
治
的
な
理
由
が
考

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
豊
臣
氏
が
滅
亡
し
、
徳
川
の
自
に
入
る
と
大
坂
城
・
伏
見
城
・
盟
国
神
社
な
ど
盟
問
氏
に
か
か
わ
る

建
築
物
は
徹
底
的
に
彼
却
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
湯
山
御
殿
も
向
様
の
運
命
を
た
ど
り
、

そ
の
上
に
浄
土
宗
の
寺
院

が
建
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
は
い
え
、
湯
山
御
殿
は
建
物
や
そ
の
基
砲
な
ど
地
上
部
分
が
解
体
さ
れ
た
後
、
埋

め
立
て
ら
れ
た
た
め
、
考
吉
学
的
に
み
る
と
、
か
え
っ
て
ム
良
好
な
状
態
で
当
時
の
遺
構
が
保
存
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
は
麗
史

の
皮
肉
だ
ろ
う
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
庭
園
及
び
湯
殿
関
連
遺
構
等
は
ほ
と
ん
ど
が
調
査
終
了
後
に
場
め
良
さ
れ
て
い
る
が
、
再
建
さ
れ
る
膝
裏

の
一
階
部
分
が
太
閤
の
湯
殿
館
と
し
て
整
備
公
開
さ
れ
て
お
り
、
岩
鳳
呂
の
実
物
、
蒸
し
風
呂
の
実
物
と
そ
の
復
元
模
型
、
ま

た
出
土
造
物
等
が
展
示
さ
れ
、
庭
園
も
復
元
さ
れ
て
い
る
。
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石
山
縁
寺
綬
塚
（
北
区
淡
河
町
神
影
）

山
恭
平
寺
は
神
戸
市
の
北
端
、
京
都
・
大
坂
か
ら
播
磨
以
西
に
通
じ

王宝

嶺
山

る
湯
山
街
道
近
く
に
位
置
す
る
。
法
道
仙
人
の
開
基
伝
承
を
持
つ
が
、
寺
観
が

整
う
の
は
鎌
倉
初
期
と
見
ら
れ
る
。
永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
銘
の
あ
る
木
造

は
ん
か

τの
さ
け

地
蔵
菩
薩
半
蜘
踏
下
像
を
は
じ
め
、
中
世
に
遡
る
彫
刻
・
絵
画
・
典
籍
な
ど
を

有
す
る
真
一
一
一
一
口
語
教
の
古
利
で
あ
る
。

現
在
、
石
峯
寺
経
塚
と
称
さ
れ
る
も
の
は
、
一
一
一
重
一
塔
後
方
に
位
慣
す
る

ケ
峯
」
経
塚
と
本
堂
西
側
の
小
山
の
ニ
カ
所
で
あ
る
。
後
者
は
、
悶
地
よ
り
出
土
し
た
東
播
系
袋
恵
器
聾
・
瀬
戸
灰
糊
聞
耳
叢
・

こ
ん
ご
う
か
い
ま
ん
だ

丹
波
謹
等
が
寺
に
所
臆
さ
れ
て
お
り
、
経
塚
造
営
を
契
機
に
形
成
さ
れ
た
約
四
一
思
議
群
の
可
能
性
が
高
い
。
水
輪
に
金
剛
界
閉
山
文
茶

ら
じ
ナ
ウ
し
ん
ね

羅
成
身
会
の
種
子
を
刻
む
陶
製
五
輪
塔
は
、
小
山
の
南
東
裾
か
ら
出
土
し
た
と
さ
れ
、
納
骨
墓
の
供
養
塔
と
も
考
え
ら
れ
る
。

注
目
さ
れ
る
資
料
と
し
て
、
中
世
丹
波
窯
初
期
の
作
品
と
さ
れ
る
瓜
燦
鳥
刻
文
章
が
あ
る
。
一
屑
部
に
、
一
一
つ
の
実
を
持
つ
ニ
枝

あ

こ

た

う

り

の
阿
ぢ
陀
瓜
が
対
称
に
描
か
れ
、
そ
の
間
に
鳥
を
配
し
、
二
校
の
瓜
の
下
部
に
は

方
に
枯
れ
た
木
を
、
も
う
一
方
に
蝶
を
描

い
て
い
る
。
経
笥
を
収
め
る
外
容
器
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
経
塚
と
異
な
る
場
所
か
ら
出
土
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
や
、

跡、

口
縁
部
を
意
図
的
に
打
ち
欠
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蔵
管
器
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
、

'"'-込4

を
納
め
た
鋼
板
製
鍍
金
経
簡
が
小
山
付
近
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

な
お
、
永
久
五
年
（
一

第三節

一
七
）
の
奥
書
を
有
す
る
朱
書
法
華
経
な
ど
震
要
美
術
品
認
定
の
「
嬬
磨
間
石
峰
寺
経
塚
出
土
品
」

は
、
そ
の
後
の
検
証
の
結
果
、
石
山
凡
主
守
経
塚
出
土
資
料
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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務
雄
経
塚
（
北
区
淡
河
町
勝
雄
）

勝
雄
経
塚
は
、
北
区
淡
河
町
勝
雄
に
所
在
し
、
高
速
道
路
建
設
に
伴
う
確
認
調
査
で
発
見
さ
れ
た
。
淡
一
同
町
は
六
甲
山
系
の

代
に
は
湯
山
街
道
が
整
備
さ
れ
、

そ
れ
以
降
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
。

北
側
に
位
置
し
、
比
較
的
広
い
盆
地
を
形
成
し
て
い
る
。
縄
文
時
代
以
降
数
多
く
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
安
土
桃
山
時

経
塚
は
、
一
一
一
木
市
と
の
市
境
の
山
上
の
比
較
的
眺
望
の
よ
い
場
所
に
構
築
さ
れ
て
い
た
。
直
径
二

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
深

さ一一一

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
素
掘
り
の
穴
に
、
経
簡
を
収
納
し
た
外
容
器
を
立
て
た
状
態
で
埋
納
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

経
簡
は
備
前
焼
と
考
え
ら
れ
る
小
壷
に
収
め
ら
れ
、
木
製
の
葦
が
さ
れ
て
い
た
。
経
簡
本
体
は
円
筒
形
で
高
さ
一
一
・
四
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
直
径
四
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
銅
製
で
、
外
面
に
は
薄
く
鍍
金
が
施
さ
れ
で
あ
っ
た
。
筒
身
に
は
、

-1E 

奉
三納十
十 大 羅
番乗系lj
神 妙 女

典
六播
十 州
六住
部

良
円

（
パ
ク
）

ゴゴ今
日月
Lー

と
刻
印
さ
れ
て
お
り
、
播
磨
園
の
住
人
良
円
と
い
う
人
物
が
廻
国
納
経
の
た
め
に
、

五一一一

O
）
に
納
経
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
経
筒
の
中
に
は
、
法
華
経
八
巻
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。

室
町
時
代
に
は
六
十
六
部
聖
と
呼
ば
れ
る
宗
教
者
が
各
国
を
廼
り
、
寺
読
な
ど
に
納
経
を
行
つ

て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
経
簡
内
に
経
典
が
残
存
し
て
い
る
例
は
皆
無
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
点
か
ら
勝
雄
経
塚
は
当
時
の
経
塚
は
も
と
よ
り
廼
国
納
経
の
実
態
を
示
す
資
料
と
し

て
貴
重
な
発
見
と
い
え
る
。
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外容器と経筏
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